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世
間
は
、
日
に
日
に
変
わ
っ

て
い
る
わ
け
だ
が
、
個
人
的
な

感
覚
で
は
日
々
の
変
化
を
実
感

で
き
な
い
。
あ
る
程
度
の
期
間

が
経
っ
て
振
り
返
っ
て
み
れ

ば
、
そ
の
変
化
の
様
子
に
気
づ

く
。

　
Ｆ
Ａ
商
品
は
文
字
通
り
、
工

場
設
備
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

化
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
発
展

し
た
。
昭
和
期
の
Ｆ
Ａ
販
売
員

は
、
工
場
内
に
入
っ
て
打
ち
合

わ
せ
を
す
る
機
会
が
多
か
っ

た
。
だ
か
ら
工
場
内
に
は
自
動

機
が
日
に
日
に
増
え
、
働
く
人

が
少
な
く
な
っ
て
い
く
様
子
を

見
て
い
た
。
現
在
の
製
造
工
場

は
、
安
全
や
そ
の
他
の
理
由

で
、
Ｆ
Ａ
販
売
員
が
工
場
に
入

る
機
会
は
ほ
ぼ
な
く
な
っ
て
い

る
。

　
Ｆ
Ａ
販
売
員
が
取
引
す
る
企

業
で
は
、
年
々
設
備
投
資
が
行

わ
れ
る
。
そ
の
投
資
金
額
の
全

て
が
製
造
現
場
に
投
入
さ
れ
る

訳
で
は
な
い
が
、
製
造
業
で
あ

れ
ば
製
造
現
場
は
重
要
な
利
益

の
源
泉
で
あ
る
。
だ
か
ら
金
額

の
大
小
は
あ
っ
て
も
製
造
現
場

に
資
金
は
投
入
さ
れ
る
の
で
、

年
々
何
ら
か
の
変
化
は
あ
る
は

ず
で
あ
る
。

　
た
と
え
製
造
現
場
に
入
れ
な

く
て
も
長
い
こ
と
そ
の
企
業
を

担
当
し
て
い
れ
ば
、
案
件
の
打

ち
合
わ
せ
や
用
件
の
処
理
を
通

じ
て
、
工
場
内
で
は
分
散
制
御

や
集
中
制
御
あ
る
い
は
リ
モ
ー

ト
制
御
で
統
合
さ
れ
た
生
産
設

備
が
稼
働
し
て
い
る
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
は
で
き

る
。
そ
れ
で
も
昭
和
期
の
Ｆ
Ａ

販
売
員
の
よ
う
に
、
現
場
か
ら

作
業
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
く

よ
う
な
変
化
の
様
子
は
分
か
ら

な
い
。

　
確
か
に
、
打
ち
合
わ
せ
を
通

し
て
機
械
単
体
の
変
化
や
工
程

間
の
連
絡
、
あ
る
い
は
全
体
の

ス
ピ
ー
ド
等
が
変
わ
っ
て
い
る

の
は
分
か
る
。
し
か
し
自
動
化

が
ほ
ぼ
出
来
上
が
っ
て
い
る
工

場
で
も
意
外
に
人
が
多
い
こ
と

は
分
か
ら
な
い
。
長
年
担
当
し

て
い
て
親
し
い
顧
客
と
は
雑
談

の
中
で
工
場
の
現
状
や
来
年
は

ど
う
す
る
と
い
う
話
は
出
て
く

る
だ
ろ
う
が
、
あ
く
ま
で
も
雑

談
の
範
囲
。
Ｆ
Ａ
販
売
員
の
方

か
ら
興
味
を
持
っ
て
積
極
的
に

聞
こ
う
と
せ
ず
雑
談
レ
ベ
ル
に

な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
ら
の
雑

談
を
も
っ
と
興
味
を
持
っ
て
聞

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
質
問
事
項

は
水
の
よ
う
に
湧
い
て
く
る
だ

ろ
う
。

　
も
っ
と
も
Ｆ
Ａ
販
売
員
の
顧

客
で
あ
る
生
産
技
術
者
ま
で
具

体
的
に
降
り
て
こ
な
い
仕
事
で

は
、
Ｆ
Ａ
販
売
員
の
質
問
に
も

真
剣
に
答
え
て
く
れ
な
い
の
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
世
間
を

騒
が
せ
て
い
る
人
手
不
足
や
デ

ジ
タ
ル
化
、
環
境
、
安
全
等
は

工
場
に
と
っ
て
も
他
山
の
石
で

は
な
く
、
当
事
者
だ
。
そ
れ
ら

の
課
題
に
向
か
っ
て
設
備
投
資

を
す
る
企
業
は
多
い
。

　
し
た
が
っ
て
現
場
か
ら
何
ら

か
の
情
報
が
聞
こ
え
て
い
る
は

ず
だ
。
全
体
の
設
備
投
資
の
行

方
ま
で
は
分
か
ら
な
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
製
造
工
場
で
あ
る

以
上
、
Ｆ
Ａ
に
関
係
す
る
設
備

投
資
は
必
ず
あ
る
。
と
言
っ
て

も
、
従
来
か
ら
の
受
注
ル
ー
ト

を
通
じ
て
出
る
需
要
が
全
て
で

は
な
い
。
製
造
業
で
あ
る
か
ら

生
産
力
強
化
や
生
産
性
向
上
に

関
す
る
投
資
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
が
、
Ｉ
Ｔ
技
術
絡
み

や
社
会
か
ら
の
要
請
に
よ
っ
て

従
来
の
Ｆ
Ａ
需
要
と
は
内
容
は

変
わ
る
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
ら
の
需
要
は
従
来
の
Ｆ

Ａ
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
は
接
触
点
を

持
ち
、
縁
続
き
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
は
あ
る
が
、
そ
の
需
要
を
作

る
人
や
部
門
は
異
な
る
。
こ
の

こ
と
に
Ｆ
Ａ
販
売
員
は
意
外
と

気
づ
か
な
い
。

　
な
ぜ
な
ら
Ｆ
Ａ
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
接
触
点
の
奥
に
あ
る
需
要

は
、
ま
わ
り
ま
わ
っ
て
こ
れ
ま

で
に
付
き
合
っ
て
き
た
生
産
技

術
部
門
か
ら
そ
れ
ら
の
需
要
の

一
部
が
注
文
に
な
っ
て
出
て
く

る
か
ら
で
あ
る
。

　
前
述
し
た
世
の
中
を
騒
が
せ

て
い
る
労
働
力
不
足
、
デ
ジ
タ

ル
化
推
進
や
環
境
、
安
全
へ
の

配
慮
は
、
製
造
現
場
に
は
ど
の

よ
う
な
形
で
降
り
て
き
て
い
る

の
か
？
　
そ
れ
ら
を
知
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
製
造
工
場
内
に

発
生
す
る
新
た
な
需
要
が
見
え

る
し
、
意
外
と
見
過
ご
し
て
い

た
需
要
や
見
え
て
い
な
か
っ
た

需
要
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
。

　
そ
れ
ら
の
需
要
は
今
ま
で
の

Ｆ
Ａ
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
接
す
る

が
、
新
た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
な

る
だ
ろ
う
。
近
い
将
来
、
そ
れ

ら
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
Ｆ
Ａ
の
販

売
店
営
業
に
も
見
え
る
よ
う
に

な
る
が
、
誰
も
が
見
え
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
参
入
し
て
も
遅

い
。

　
近
年
の
変
化
速
度
は
速
い
。

最
前
線
に
い
る
Ｆ
Ａ
販
売
員
は

商
談
テ
ー
マ
型
営
業
も
い
い

が
、
Ｆ
Ａ
営
業
が
草
創
期
に
持

っ
て
い
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
見
る

目
を
鋭
く
し
た
方
が
良
い
。

日
々
の
変
化
速
度
が
早
い
近
年

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
見
る「
目
」鋭
く
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江
頭
２
：
50
さ
ん
と
聞
く
と
、
テ
ン

シ
ョ
ン
高
く
暴
れ
回
る
過
激
な
芸
人
だ

と
眉
を
ひ
そ
め
る
人
は
今
も
い
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
素
の
人
柄
は
穏
や
か
で

優
し
い
常
識
人
で
あ
り
、
テ
レ
ビ
で
見

せ
る
破
天
荒
な
姿
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
も
相

ま
っ
て
、
今
も
一
部
で
熱
狂
的
な
人
気

を
博
し
て
い
る
。
そ
ん
な
江
頭
さ
ん
の
Ｙ
ｏ
ｕ

ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
「
エ
ガ
ち
ゃ
ん
ね
る
」
で
２
月
10
日

に
公
開
さ
れ
た
最
新
動
画
は
、
製
造
業
に
携
わ

る
者
に
と
っ
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た

▼
そ
の
動
画
は
「
ぶ
っ
○
す
」
と
い
う
穏
や
か

な
ら
ぬ
タ
イ
ト
ル
で
公
開
さ
れ
た
。
フ
ァ
ミ
リ

ー
マ
ー
ト
×
日
清
×
エ
ガ
ち
ゃ
ん
ね
る
で
コ
ラ

ボ
し
た
カ
ッ
プ
麺
が
発
売
さ
れ
、
大
分
県
の
あ

る
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
が
店
を
挙
げ
て
コ
ラ
ボ

麺
専
用
の
売
り
場
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
作
り
、
Ｘ

に
そ
の
様
子
を
投
稿
。
そ
れ
を
見
た
江
頭
さ
ん

と
チ
ャ
ン
ネ
ル
運
営
ス
タ
ッ
フ
が
ア
ポ
な
し
で

突
撃
す
る
と
い
う
内
容
だ
っ
た
▼
江
頭
さ
ん
ら

は
店
に
到
着
後
、
店
内
へ
突
撃
し
て
ド
派
手
に

飾
ら
れ
た
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
見
て
大
喜
び
。
一

通
り
大
騒
ぎ
し
た
後
、
今
回
の
仕
掛
け
人
で
あ

る
店
長
さ
ん
に
話
を
聞
く
と
「
作
り
手
が
い

て
、
売
り
手
の
力
次
第
で
売
り
上
げ
は
変
わ

る
」
と
言
い
、
江
頭
さ
ん
の
フ
ァ
ン
で
あ
る
と

同
時
に
、
今
回
に
限
ら
ず
そ
う
し
た
気
持
ち
で

い
つ
も
売
り
場
を
作
っ
て
い
る
と
し
た
。
そ
の

姿
勢
に
感
激
し
た
江
頭
さ
ん
は
、
バ
イ
ト
と
称

し
て
店
の
外
に
出
て
呼
び
込
み
を
は
じ
め
、
帰

る
時
間
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
カ
ッ
プ
麺
の
販
売
を
手

伝
っ
た
。
作
る
人
、
売
る
人
、
買
う
人
す
べ
て

の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
と
て
も
心
を
打
つ
神
回
だ

っ
た
▼
ど
ん
な
製
品
も
、
誰
か
が
開
発
し
て
製

造
し
た
か
ら
形
に
な
り
、
そ
れ
を
お
客
さ
ま
に

提
案
し
て
販
売
す
る
人
が
い
て
初
め
て
売
れ

る
。
裏
を
返
せ
ば
、
作
り
手
が
い
な
け
れ
ば
製

品
は
生
ま
れ
な
い
し
、
売
り
手
が
い
な
け
れ
ば

売
れ
な
い
。
製
造
と
販
売
は
一
心
同
体
で
あ

り
、
力
を
合
わ
せ
れ
ば
大
き
な
力
に
な
る
。
当

た
り
前
の
話
だ
。
で
は
、
い
ま
製
造
部
門
と
営

業
部
門
、
メ
ー
カ
ー
と
販
売
代
理
店
は
、
同
じ

方
向
を
向
き
、
心
と
力
を
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
今
回
の
22
分
の
動
画
に
は
、
製
販

が
力
を
合
わ
せ
る
効
果
と
喜
び
、
尊
さ
、
も
の

づ
く
り
の
醍
醐
味
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
一

度
、
見
て
ほ
し
い
。

「作り手がいて、売り手の力次第で売り上げは変わる」製造と販売の理想の関係
　
【
お
知
ら
せ
】
次
号
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞

は
、
２
月
26
日
に
発
行
い
た
し
ま
す
。

 

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞

ン
分
野
の
需
要
が
増
加
し

た
。
半
導
体
は
売
上
高
１
６

６
７
億
円
（
同
水
準
）
、
営

業
利
益
２
１
５
億
円
。
電
動

車
（
Ｅ
Ｖ
）
向
け
パ
ワ
ー
半

導
体
の
海
外
向
け
物
量
が
減

少
し
た
が
、
産
業
分
野
向
け

の
物
量
増
加
が
あ
っ
た
。
食

品
流
通
は
、
売
上
高
８
５
５

億
円
（
８
％
増
加
）
、
営
業

利
益
１
２
３
億
円
。
自
販
機

分
野
は
国
内
の
需
要
拡
大
、

原
価
低
減
の
推
進
等
に
よ

り
、
売
上
高
、
営
業
損
益
と

も
に
増
加
。
店
舗
流
通
分
野

は
、
新
紙
幣
発
行
に
伴
う
改

刷
対
応
特
需
を
主
因
に
、
売

上
高
、
営
業
損
益
と
も
に
前

年
同
期
を
上
回
っ
た
。

　
通
期
見
通
し
に
修
正
は
な

く
、
売
上
高
は
１
兆
１
１
４

０
億
円
（
１
・
０
％
増
）
、

営
業
利
益
は
１
１
１
５
億
円

（
５
・
１
％
増
）
、
純
利
益

は
８
６
０
億
円
（
14
・
１
％

増
）
と
し
て
い
る
。

２
０
２
５
年
３
月
期
第
３
四
半
期
決
算

制
御
機
器
事
業
が
回
復

オ
ム
ロ
ン

通
期
予
想
を
上
方
修
正

　
オ
ム
ロ
ン
は
、
２
０
２
５

年
３
月
期
第
３
四
半
期
決
算

を
発
表
し
、
売
上
高
は
５
７

９
６
億
９
８
０
０
万
円
（
４

・
７
％
減
）
、
営
業
利
益
は

３
５
９
億
４
０
０
万
円
（
35

・
１
％
増
）
、
純
利
益
は
71

億
８
３
０
０
万
円
（
８
・
５

％
減
）
と
な
っ
た
。

　
売
上
高
は
、
社
会
シ
ス
テ

ム
事
業
が
前
年
同
期
比
で
増

加
し
た
が
、
制
御
機
器
事
業

や
電
子
部
品
事
業
で
設
備
投

資
需
要
が
総
じ
て
低
調
で
、

ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業
の
中
国
市

場
の
需
要
減
少
、
制
御
機
器

事
業
の
前
年
上
期
の
売
上
高

が
受
注
残
に
支
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
全
体
と
し

て
は
前
年
同
期
比
で
減
少
と

な
っ
た
。
営
業
利
益
は
、
売

上
総
利
益
率
が
前
年
同
期
比

で
改
善
し
、
構
造
改
革
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
２
０
２

５
」
の
効
果
も
あ
り
収
益
性

は
改
善
し
た
。

　
セ
グ
メ
ン
ト
別
で
は
、
制

御
機
器
事
業
は
売
上
高
３
０

１
９
億
円
（
11
・
９
％

減
）
、
営
業
利
益
２
８
６
億

円
（
56
・
１
％
増
）
。
製
造

業
の
設
備
投
資
需
要
は
、
日

本
で
は
半
導
体
市
場
が
中
国

の
半
導
体
国
産
化
と
米
国
関

税
施
策
を
見
据
え
た
先
行
投

資
需
要
を
受
け
て
好
調
に
推

移
。
中
国
で
は
太
陽
光
発
電

関
連
投
資
と
二
次
電
池
投
資

の
需
要
停
滞
が
継
続
し
、
欧

州
と
東
南
ア
ジ
ア
で
は
電
気

自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
向
け
投
資

需
要
が
減
速
し
全
体
と
し
て

低
調
に
推
移
し
た
。

　
ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業
は
、
売

上
高
１
１
１
２
億
円
（
４
・

７
％
減
）
、
営
業
利
益
は
１

４
１
億
円
（
14
・
９
％
減
）。

社
会
シ
ス
テ
ム
事
業
は
売
上

高
９
２
８
億
円
（
２
・
８
％

増
）
、
営
業
利
益
は
58
億
円

（
５
・
１
％
増
）
。
電
子
部

品
事
業
は
、
売
上
高
７
８
２

億
円
、
営
業
利
益
は
２
億
円

（
94
・
６
％
減
）
。
デ
ー
タ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は
売

上
高
３
０
４
億
円
、
営
業
利

益
は
17
億
円
と
な
っ
た
。

　
通
期
見
通
し
は
、
制
御
機

器
事
業
の
構
造
改
革
の
進
展

と
緩
や
か
な
受
注
回
復
を
受

け
て
売
上
高
、
営
業
利
益
の

上
方
修
正
を
受
け
、
売
上
高

は
８
０
５
０
億
円
（
１
・
７

％
減
）
、
営
業
利
益
は
５
４

０
億
円
（
57
・
２
％
増
）
、

純
利
益
は
１
２
５
億
円
（
54

・
２
％
増
）
に
上
方
修
正
し

た
。

全
部
門
で
増
収

売
上
高
過
去
最
高
を
更
新

富士電機
　
富
士
電
機
は
、
２
０
２
５

年
３
月
期
第
３
四
半
期
決
算

を
発
表
し
、
売
上
高
は
７
９

１
０
億
６
４
０
０
万
円
（
４

・
１
％
増
）
、
営
業
利
益
は

６
８
４
億
３
１
０
０
万
円

（
18
・
７
％
増
）
、
純
利
益

は
５
５
４
億
１
５
０
０
万
円

（
48
・
７
％
増
）
と
な
り
、

過
去
最
高
売
上
を
更
新
し

た
。

　
セ
グ
メ
ン
ト
別
で
は
、
全

部
門
で
増
収
を
達
成
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
売
上
高
２
３
７
０

億
円
（
３
％
増
加
） 

営
業
利

益
２
０
０
億
円
。
器
具
分
野

の
需
要
回
復
の
遅
れ
に
よ
る

需
要
減
少
等
が
あ
っ
た
が
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

分
野
を
中
心
と
し
た
プ
ラ
ン

ト
、
シ
ス
テ
ム
の
需
要
が
増

加
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
は
、

売
上
高
２
９
２
２
億
円
（
５

％
増
）
、
営
業
利
益
１
７
５

億
円
。
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

分
野
の
低
圧
イ
ン
バ
ー
タ
の

在
庫
調
整
継
続
や
、
設
備
工

事
分
野
に
お
け
る
大
口
案
件

影
響
が
あ
っ
た
も
の
の
、
プ

ロ
セ
ス
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
、
社
会
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

分
野
、
Ｄ
Ｘ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
進
化
加
速

社
会
課
題
の
解
決
策
に

　
ロ
ボ
ッ
ト
の
普
及
拡
大
、
技
術
の
進
化
が
加
速
す
る
な
か
、
世
界
の
産
業
用
ロ
ボ

ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
製
造
業
界
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
国
際
ロ
ボ
ッ
ト
連
盟

（
Ｉ
Ｆ
Ｒ
）
は
、
２
０
２
５
年
に
ロ
ボ
ッ
ト
業
界
で
注
目
を
集
め
て
い
る
５
大
ト
レ

ン
ド
を
発
表
し
た
。

国際ロボット連盟「2025年ロボット５大トレンド」

Ａ　Ｉ 人　型 省エネ 新領域 人手不足
　
１
つ
目
は
「
Ａ
Ｉ
・
人
工

知
能
」
。
ロ
ボ
ッ
ト
は
多
様

な
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
幅
広
い
タ
ス
ク
を
効

率
的
に
実
行
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
で
Ａ

Ｉ
の
活
用
が
進
ん
で
い
る
。

　
例
え
ば
セ
ン
サ
で
集
め
た

大
量
の
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
で
分

析
し
、
外
部
環
境
や
多
品
種

少
量
生
産
、
公
共
環
境
で
の

変
動
性
と
予
測
不
可
能
性
を

管
理
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

ビ
ジ
ョ
ン
搭
載
ロ
ボ
ッ
ト
は

過
去
の
タ
ス
ク
を
分
析
し
て

パ
タ
ー
ン
を
識
別
し
、
よ
り

高
精
度
で
高
速
に
行
動
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
近
年

は
ロ
ボ
ッ
ト
と
半
導
体
メ
ー

カ
ー
で
、
実
世
界
の
環
境
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
す
る
専
用
の

ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
と
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
を
開
発
す
る
投
資
が
進

ん
で
い
る
。
仮
想
環
境
で
ロ

ボ
ッ
ト
が
自
己
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
っ
て
動
作
を
磨
き
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
は
な
く

経
験
に
基
づ
い
て
作
動
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
と
し
て

い
る
。

　
２
つ
目
は
「
人
型
ロ
ボ
ッ

ト
・
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
ロ
ボ

ッ
ト
」
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

を
中
心
に
汎
用
人
型
ロ
ボ
ッ

ト
が
開
発
さ
れ
る
一
方
、
産

業
向
け
の
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ

ー
は
単
一
目
的
を
果
た
す
た

め
の
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
人
型

ロ
ボ
ッ
ト
で
採
算
が
合
う
か

は
不
明
だ
が
、
人
型
で
あ
る

こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
分

野
も
た
く
さ
ん
存
在
す
る
。

　
３
つ
目
は
「
省
エ
ネ
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
」
。
ロ
ボ
ッ

ト
を
使
っ
た
製
造
シ
ス
テ
ム

は
、
材
料
ロ
ス
を
軽
減
し
、

製
品
の
長
寿
命
化
と
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
コ
ス
ト
最
小
化
の
た

め
の
品
質
の
安
定
化
を
実
現

で
き
、
持
続
可
能
性
を
高
め

る
に
は
適
し
て
い
る
と
指

摘
。
ま
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率
を
高
め
る
た
め

の
技
術
改
良
が
進
ん
で
お

り
、
可
動
部
品
の
軽
量
化
や

生
体
工
学
を
応
用
し
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
を
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に

抑
え
て
把
持
で
き
る
グ
リ
ッ

パ
の
開
発
等
が
進
ん
で
い
る

と
し
た
。

　
４
つ
目
は
「
ロ
ボ
ッ
ト
活

用
の
新
領
域
」
。
製
造
業
に

は
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
業
務
自

動
化
の
余
地
が
た
く
さ
ん
あ

る
が
、
導
入
障
壁
と
な
っ
て

い
る
の
が
コ
ス
ト
面
の
高

さ
。
そ
れ
を
ク
リ
ア
す
る
Ｒ

ａ
ａ
Ｓ
（
ロ
ボ
ッ
ト
・
ア
ズ

・
ア
・
サ
ー
ビ
ス
）
や
低
価

格
な
ロ
ボ
ッ
ト
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
。
ま
た
製
造
業

以
外
に
も
、
建
設
業
や
ラ
ボ

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
、
倉
庫

作
業
で
の
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
が

注
目
さ
れ
て
お
り
、
近
年
の

地
政
学
的
不
安
定
さ
も
あ
っ

て
各
国
が
国
内
生
産
能
力
を

高
め
よ
う
と
い
う
動
き
も
あ

り
、
そ
れ
が
追
い
風
と
な
っ

て
い
る
。

　
５
つ
目
が
「
人
手
不
足
対

策
と
し
て
の
ロ
ボ
ッ
ト
」
。

製
造
業
で
は
世
界
的
に
人
手

不
足
が
続
い
て
お
り
、
国
に

よ
っ
て
程
度
の
差
が
あ
る
と

は
い
え
、
少
子
高
齢
化
と
人

手
不
足
が
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
を
危
機
に
さ
ら
す
懸
念
が

あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
緩

和
策
・
解
決
策
と
し
て
ロ
ボ

ッ
ト
活
用
が
注
目
さ
れ
て
お

り
、
３
Ｋ
（
キ
ツ
イ
・
汚
い

・
危
険
）
仕
事
や
最
新
の
注

意
を
払
う
仕
事
を
ロ
ボ
ッ
ト

に
ま
か
せ
、
人
に
は
価
値
の

高
い
業
務
に
集
中
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
し
て
い
る
。

　
ス
ズ
デ
ン
は
、
４
月
１
日

付
で
鈴
木
敏
雄
代
表
取
締
役

会
長
兼
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
代
表

取
締
役
会
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
、
高

谷
健
文
代
表
取
締
役
専
務
営

業
部
門
・
技
術
部
門
・
海
外

部
門
管
掌
が
新
た
に
代
表
取

締
役
社
長
Ｃ
Ｏ
Ｏ
営
業
部
門

・
技
術
部
門
管
掌
に
就
任
す

る
。

　
高
谷
氏
は
、
１
９
７
２
年

生
ま
れ
の
52
歳
。
96
年
４
月

に
ス
ズ
デ
ン
入
社
、
２
０
１

５
年
に
東
京
営
業
部
長
、
17

年
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
営
業
部
長
、
20
年
に

執
行
役
員
、
常
務
執
行
役
員

Ｃ
Ｔ
Ｏ
、
21
年
に
取
締
役
常

務
執
行
役
員
Ｃ
Ｔ
Ｏ
、
22
年

に
代
表
取
締
役
専
務
専
務
執

行
役
員
Ｃ
Ｍ
Ｏ
・
Ｃ
Ｔ
Ｏ
、

24
年
に
代
表
取
締
役
専
務
執

行
役
員
Ｃ
Ｏ
Ｏ
・
Ｃ
Ｍ
Ｏ
・

Ｃ
Ｔ
Ｏ
（
現
職
）
。

代
表
取
締
役
社
長

Ｃ
Ｏ
Ｏ
に
高
谷
氏

スズデン
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基
本
性
能
を
大
幅
向
上

Ａ
Ｉ
搭
載

立
ち
上
げ
工
数
削
減

パナソニックインダストリー「ＡＣサーボシステム」

　
同
製
品
は
、
「
即
応
力
。

設
備
・
人
・
ア
プ
リ
へ
の
即

応
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
本

性
能
を
大
幅
に
向
上
。
エ
ン

コ
ー
ダ
分
解
能
は
従
来
品
の

23
ｂ
ｉ
ｔ
か
ら
27
ｂ
ｉ
ｔ
に

高
め
、
狙
っ
た
位
置
に
滑
ら

か
に
移
動
し
、
正
確
に
停
止

さ
せ
、
位
置
決
め
性
能
を
大

幅
に
高
め
た
。

　
速
度
応
答
周
波
数
は
４
･

０
ｋ
Hz
以
上
で
、
従
来
機
種

比
１
２
５
％
ま
で
向
上
し
、

ゲ
イ
ン
を
高
め
て
指
令
だ
け

で
な
く
外
乱
に
も
即
応
答
し

て
加
工
品
質
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
モ
ー
タ
最
高
回
転
速
度
は

従
来
品
の
６
５
０
０
ｒ
／
分

Ｈ
Ａ
︱
９
０
０
Ａ
シ
リ
ー
ズ

Ｊ
Ｏ
Ｈ
Ｂ
︱
Ｓ
Ｍ
Ｐ
３

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｓ
　
Ａ
７

か
ら
７
１
５
０
ｒ
／
分
と

し
、
高
速
域
へ
出
力
範
囲
を

拡
大
し
た
こ
と
に
よ
り
大
き

な
モ
ー
タ
に
変
更
せ
ず
に
装

置
速
度
の
向
上
を
可
能
に
し

た
。
最
短
通
信
周
期
は
62
・

５
μ
ｓ
で
従
来
比
２
分
の
１

を
実
現
。
高
速
化
す
る
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
制
御
周
期
に
応
答

が
可
能
と
な
り
、
よ
り
細
や

か
な
制
御
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
ま
た
モ
ー
タ
を
低
発
熱
化

し
、
過
負
荷
時
の
動
作
時
間

を
１
・
９
倍
に
拡
大
。
よ
り

タ
フ
に
動
作
を
継
続
し
て
安

定
稼
働
が
可
能
。
モ
ー
タ
と

サ
ー
ボ
ア
ン
プ
も
小
型
化

し
、
サ
ー
ボ
ア
ン
プ
は
最
小

設
置
間
隔
を
１
㍉
㍍
に
短
縮

し
、
設
備
の
省
ス
ペ
ー
ス
化

に
貢
献
で
き
る
。

　
Ａ
Ｉ
を
搭
載
し
て
サ
ー
ボ

モ
ー
タ
を
知
能
化
し
、
自
動

調
整
機
能
、
保
全
機
能
の
拡

大
、
用
途
最
適
機
能
な
ど
を

実
現
。
簡
単
調
整
か
ら
熟
練

者
の
技
術
が
必
要
な
高
度
調

整
ま
で
自
動
調
整
で
立
ち
上

げ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
工
数

を
削
減
で
き
、
作
業
時
間
を

90
％
削
減
。
調
整
時
間
と
精

度
か
ら
重
視
す
る
ポ
イ
ン
ト

で
３
つ
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
か

ら
場
面
に
応
じ
た
調
整
方
法

を
選
ぶ
こ
と
も
で
き
る
。
稼

働
時
に
は
、
動
か
す
ご
と
に

サ
ー
ボ
ア
ン
プ
が
自
動
で
装

置
負
荷
に
応
じ
て
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
簡
易
調
整
を
実
施

し
、
手
間
な
く
安
定
し
た
稼

働
を
実
現
。

　
ま
た
超
高
精
度
に
つ
い
て

も
、
熟
練
者
の
判
断
を
Ａ
Ｉ

が
実
行
し
、
超
高
精
度
調
整

を
簡
単
に
実
現
。
熟
練
技
術

者
で
も
数
日
か
か
る
煩
雑
な

調
整
も
、
条
件
設
定
す
る
だ

東
芝
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
ズ

高
所
落
下
検
知
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
追
加

リ
ス
ト
バ
ン
ド
型
セ
ン
サ

Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
―
４
対
応

マ
ル
チ
プ
ロ
ト
コ
ル

イ
ー
サ
ネ
ッ
ト

オ
プ
シ
ョ
ン
カ
ー
ド

安川電機

横
河
電
機
統
合
情
報
サ
ー
バ

Ｉ
Ｔ
／
Ｏ
Ｔ
連
携
機
能
強
化

Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ

Ｉ
Ｅ 

Ｔ
Ｓ
Ｎ

を
内
蔵

Ｆ
Ａ
統
合
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

三菱電機
　
三
菱
電
機
は
、
シ
ー
ケ
ン

ス
と
モ
ー
シ
ョ
ン
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
あ
ら
ゆ
る
制
御
を

１
台
で
可
能
に
す
る
Ｆ
Ａ
統

合
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
「
Ｍ
Ｅ
Ｌ

Ｓ
Ｅ
Ｃ
　
Ｍ
Ｘ
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
」
を
近
日
発
売
す
る
＝
写

真
。

シ
リ
ー
ズ
の
ベ
ー
ス
や
電
源

ユ
ニ
ッ
ト
な
ど
各
種
ユ
ニ
ッ

ト
が
利
用
で
き
る
、

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
通

信
周
期
の
速
い
制
御
と
遅
い

制
御
を
組
み
合
わ
せ
て
も
、

モ
ー
シ
ョ
ン
制
御
な
ど
高
速

性
が
要
求
さ
れ
る
制
御
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
維
持
し
、

装
置
性
能
を
向
上
。
１
台
で

最
小
演
算
周
期
１
２
５
μ
ｓ

を
維
持
し
な
が
ら
既
存
シ
ス

テ
ム
で
は
組
め
な
い
構
成
も

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
Ｏ
Ｐ
Ｃ
　
Ｕ
Ａ
を
標

準
搭
載
し
、
装
置
の
標
準
化

と
安
全
で
信
頼
性
の
あ
る
デ

ー
タ
通
信
が
可
能
。
最
大
46

軸
の
サ
ー
ボ
を
含
む
駆
動
シ

ス
テ
ム
構
成
が
実
現
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
も
、
国
際

規
格
の
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
２
４
４
３

―
４
―
２
適
合
。
ユ
ー
ザ
ー

認
証
機
能
に
も
対
応
し
、
ユ

ー
ザ
ー
ご
と
に
ア
ク
セ
ス
や

操
作
権
限
を
設
定
で
き
、
エ

ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
や
装
置
メ
ー

カ
ー
な
ど
役
割
に
応
じ
た
資

産
管
理
を
分
離
し
て
行
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
東
芝
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム

ズ
は
、
炎
天
下
や
高
温
環
境

な
ど
の
、
過
酷
な
環
境
下
で

働
く
作
業
者
の
、
体
調
や
環

境
の
変
化
を
「
見
え
る
化
」

す
る
産
業
用
途
向
け
リ
ス
ト

バ
ン
ド
型
セ
ン
サ
「
Ｍ
Ｕ
Ｌ

ｉ
Ｓ
ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
（
マ
リ
シ
テ

ン
）
」
に
つ
い
て
、
高
所
落

下
検
知
機
能
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能

を
追
加
し
た
新
機
種
「
Ｍ
Ｕ

Ｌ
ｉ
Ｓ
ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
　
Ｍ
Ｓ
２

０
０
」
を
発
売
し
た
＝
写

真
。

　
同
製
品
は
、
作
業
者
が
腕

に
装
着
す
る
だ
け
で
、
過
酷

な
環
境
下
の
作
業
現
場
に
お

け
る
温
度
・
湿
度
・
気
圧
等

の
環
境
要
因
の
計
測
に
加

え
、
作
業
者
の
脈
拍
数
・
加

速
度
・
角
速
度
を
計
測
す
る

リ
ス
ト
バ
ン
ド
型
セ
ン
サ
。

身
長
、
体
重
、
脈
拍
数
、
生

活
習
慣
な
ど
の
個
別
情
報
を

基
に
演
算
し
た
独
自
指
標

「
暑
さ
ス
ト
レ
ス
レ
ベ
ル
」

も
測
定
で
き
、
「
暑
さ
ス
ト

レ
ス
レ
ベ
ル
」
が
一
定
の
レ

ベ
ル
を
超
え
た
場
合
は
、
振

動
と
表
示
で
作
業
者
に
通
知

す
る
こ
と
で
、
体
調
変
化
に

よ
る
リ
ス
ク
を
事
前
に
低
減

で
き
、
作
業
者
の
自
己
管
理

に
貢
献
。
過
酷
な
環
境
下
で

も
使
え
る
ロ
バ
ス
ト
性
と
、

Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
ｔ
ｏ
ｏ
ｔ
ｈ
と
中

継
器
を
活
用
し
た
無
線
通
信

機
能
に
よ
る
遠
隔
地
か
ら
の

見
守
り
機
能
も
搭
載
し
て
い

る
。

　
新
機
種
は
、
新
機
能
と
し

て
「
高
所
落
下
検
知
機
能
」

と
「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
」
を
搭

載
。
作
業
者
が
高
所
か
ら
落

下
し
た
場
合
に
ア
ラ
ー
ト
を

出
し
て
周
囲
に
知
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
、
単
独
作
業
の
作

業
者
が
落
下
し
た
場
合
、
周

囲
に
気
づ
か
れ
ず
に
放
置
さ

れ
る
な
ど
の
リ
ス
ク
を
回
避

で
き
る
。
ま
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能

で
作
業
者
が
作
業
し
て
い
る

場
所
を
把
握
し
、
作
業
者
の

行
動
を
追
跡
も
可
能
と
な
っ

た
。

　
さ
ら
に
、
現
行
製
品
よ
り

も
画
面
サ
イ
ズ
を
大
き
く

し
、
ア
イ
コ
ン
や
測
定
デ
ー

タ
を
カ
ラ
ー
で
表
示
す
る
こ

と
で
、
作
業
者
が
作
業
現
場

の
状
況
と
体
調
変
化
を
確
認

し
や
す
く
し
、
ユ
ー
ザ
ビ
リ

テ
ィ
を
向
上
さ
せ
た
。

生
産
設
備
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ

に
対
し
同
製
品
は
、
イ
ン
バ

ー
タ
を
各
種
オ
ー
プ
ン
フ
ィ

ー
ル
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接

続
し
、
上
位
装
置
と
の
デ
ー

タ
通
信
を
可
能
に
す
る
た
め

の
オ
プ
シ
ョ
ン
製
品
で
、
こ

れ
ま
で
の
Ｍ
ｏ
ｄ
ｂ
ｕ
ｓ
　

Ｔ
Ｃ
Ｐ
／
Ｉ
Ｐ
、
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ

ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
／
Ｉ
Ｐ
、
Ｅ
ｔ
ｈ

ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ
、
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
、
Ｂ
Ａ
Ｃ
ｎ
ｅ
ｔ
　

Ｉ
Ｐ
に
加
え
、
今
回
Ｍ
Ｅ
Ｃ

Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
―
４

に
対
応
。
こ
れ
に
よ
り
セ
ル

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
「
Ｍ
Ｐ
Ｘ
１

０
０
０
シ
リ
ー
ズ
」
と
接
続

で
き
、
イ
ン
バ
ー
タ
が
サ
ー

ボ
モ
ー
タ
や
、
ロ
ボ
ッ
ト
等

と
共
通
の
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｒ

Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
通
信
で
、
デ
ー

タ
通
信
や
制
御
が
で
き
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
セ
ル
全
体
の

デ
ー
タ
分
析
精
度
の
向
上
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

　
ま
た
プ
ロ
ト
コ
ル
切
り
替

え
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
ス
イ
ッ
チ
の

設
定
変
更
の
み
で
変
更
で
き

る
。

　
汎
用
イ
ン
バ
ー
タ
Ｇ
Ａ
５

０
０
へ
の
対
応
品
は
２
月
１

２
日
か
ら
、
高
性
能
イ
ン
バ

ー
タ
Ｇ
Ａ
７
０
０
対
応
品
は

３
月
の
発
売
を
予
定
し
て
い

る
。

　
安
川
電
機
は
、
装
置
や
産

業
用
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
で
構
成

さ
れ
た
セ
ル
の
稼
働
状
況
の

把
握
や
、
セ
ル
単
位
で
の
制

御
を
実
現
に
向
け
、
高
速
モ

ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

あ
る
、
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｏ

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
―
４
に
対
応
し

た
、
イ
ン
バ
ー
タ
用
の
Ｍ
ｕ

ｌ
ｔ
ｉ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

ｌ
　
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
オ

プ
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
「
Ｊ
Ｏ
Ｈ

Ｂ
―
Ｓ
Ｍ
Ｐ
３
」
を
発
売
し

た
。

　
生
産
設
備
の
稼
働
状
況
の

把
握
に
は
、
セ
ル
を
構
成
す

る
各
種
機
器
か
ら
、
統
合
的

で
時
系
列
が
そ
ろ
っ
た
精
度

の
高
い
デ
ー
タ
を
収
集
し
、

そ
れ
ら
を
分
析
し
た
結
果
を

　
横
河
電
機
は
、
Ｏ
ｐ
ｒ
ｅ

Ｘ
　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ｏ
ｌ
　
ａ

ｎ
ｄ
　
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
ｔ
ｙ
　
Ｓ

ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
の
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
と
し
て
、
統
合
サ
ー
バ

「
Ｏ
ｐ
ｒ
ｅ
Ｘ
　
Ｃ
ｏ
ｌ
ｌ

ａ
ｂ
ｏ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
　
Ｉ

ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
ｒ
」
の
、
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
構
築
や
外
部

接
続
を
促
進
す
る
機
能
を
強

化
し
た
＝
写
真
。

　
同
製
品
は
、
プ
ラ
ン
ト
の

あ
ら
ゆ
る
設
備
や
シ
ス
テ
ム

か
ら
膨
大
な
デ
ー
タ
を
集
約

し
、
生
産
活
動
全
体
に
最
適

な
情
報
の
一
元
管
理
を
可
能

に
し
、
リ
モ
ー
ト
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
環
境
を
提
供
す
る

こ
と
で
作
業
場
所
を
選
ば
な

い
効
率
的
な
プ
ラ
ン
ト
操
業

や
迅
速
な
意
思
決
定
を
支
援

す
る
統
合
サ
ー
バ
。

　
今
回
新
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト

と
し
て
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
の
役

割
を
担
う
「
Ｃ
Ｉ
ゲ
ー
ト
ウ

ェ
イ
」
を
追
加

し
た
ほ
か
、
Ｉ

Ｔ
系
の
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で

広
く
利
用
さ
れ

て
い
る
Ｗ
ｅ
ｂ

ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
標
準
イ

ン
タ
フ
ェ
ー
ス

「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
ｆ

ｕ
ｌ
　
Ａ
Ｐ

Ｉ
」
に
対
応
。

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
ｆ
ｕ

ｌ
　
Ａ
Ｐ
Ｉ
経

由
で
「
Ｏ
ｐ
ｒ

ｅ
Ｘ
　
Ｃ
ｏ
ｌ
ｌ
ａ
ｂ
ｏ
ｒ

ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
　
Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ

ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ

ｅ
ｒ
」
上
の
デ
ー
タ
に
ア
ク

セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

よ
り
効
率
的
な
Ｏ
Ｔ
デ
ー
タ

の
活
用
と
Ｉ
Ｔ
／
Ｏ
Ｔ
デ
ー

タ
の
連
携
を
可
能
に
な
っ

た
。

　
ま
た
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
１
８
５
０

通
信
ド
ラ
イ
バ
を
機
能
強

化
。
従
来
は
自
動
実
行
さ
れ

て
い
た
一
部
操
作
が
、
よ
り

安
全
性
の
高
い
イ
ン
タ
ラ
ク

テ
ィ
ブ
な
オ
ペ
レ
ー
タ
操
作

を
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
、

さ
ら
に
機
器
か
ら
受
信
し
た

レ
ポ
ー
ト
に
含
ま
れ
る
デ
ー

タ
を
「
Ｏ
ｐ
ｒ
ｅ
Ｘ
　
Ｃ
ｏ

ｌ
ｌ
ａ
ｂ
ｏ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ

　
Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
　
Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
ｒ
」
の
デ

ー
タ
と
し
て
活
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
ド
ラ
イ
バ

位
置
決
め
時
間
半
減

ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

・
ド
ラ
イ
ブ

　
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
・
ド
ラ
イ

ブ
・
シ
ス
テ
ム
ズ
は
、
制
御

技
術
の
革
新
で
、
ハ
ー
モ
ニ

け
で
Ａ
Ｉ
が
自
動
で
最
適

化
。
µ
ｍ
レ
ベ
ル
の
超
高
度

調
整
を
簡
単
に
実
現
可
能
。

複
数
の
場
所
、
複
数
の
動
作

で
全
て
の
要
求
性
能
を
満
た

す
高
度
自
動
調
整
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

　
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
用
途

に
も
最
適
化
し
、
セ
ン
サ
直

結
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
（
変
位

制
御
）
と
、
セ
ン
サ
直
結
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
（
圧
力
制
御

・
開
発
中
）
と
ガ
ン
ト
リ
制

御
（
開
発
中
）
を
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
し
て
い
る
。

ッ
ク
ド
ラ
イ
ブ
ア
ク
チ
ュ
エ

ー
タ
の
性
能
を
最
大
化
す

る
、
Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
ド
ラ
イ
バ

「
Ｈ
Ａ
―
９
０
０
Ａ
シ
リ
ー

ズ
」
を
発
売
し
た
。

　
位
置
／
速
度
／
ト
ル
ク
制

御
が
で
き
る
Ｉ
／
Ｏ
入
出
力

タ
イ
プ
で
、
従
来
機
種
の
Ｈ

Ａ
―
８
０
０
Ａ
と
比
べ
て
位

置
決
め
整
定
時
間
を
50
％
短

縮
。
オ
ー
ト
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ

機
能
の
向
上
に
よ
り
サ
ー
ボ

ゲ
イ
ン
調
整
時
間
が
短
縮
可

能
。
コ
ン
パ
ク
ト
形
状
で
省

ス
ペ
ー
ス
に
貢
献
す
る
。

全
体
の
機
器
を
統
合
し
て
、

デ
ー
タ
収
集
・
制
御
す
る
Ｙ

Ｒ
Ｍ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
「
Ｙ
Ｒ

Ｍ
１
０
１
０
」
や
、
マ
シ
ン

　
同
製
品
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｕ
を
統

合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
高
速

高
精
度
な
モ
ー
シ
ョ
ン
制
御

が
で
き
、
ツ
ー
ル
も
統
合
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
を
効
率
化
し
、
装

置
立
ち
上
げ
ま
で
の
時
間
を

短
縮
可
能
。
Ｄ
Ｘ
技
術
を
取

り
入
れ
る
こ
と
で
生
産
技
術

の
革
新
に
役
立
つ
統
合
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
と
し
て
開
発
。

　
Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
　
Ｉ
Ｅ

　
Ｔ
Ｓ
Ｎ
を
内
蔵
し
、
モ
ー

シ
ョ
ン
で
は
同
製
品
１
台
で

軸
ご
と
に
異
な
る
演
算
周
期

を
設
定
で
き
、
速
度
の
異
な

る
軸
が
混
在
し
て
も
高
速
軸

の
制
御
性
能
を
確
保
し
な
が

ら
装
置
を
安
定
稼
働
し
て
高

い
生
産
性
を
実
現
で
き
る
。

モ
ー
シ
ョ
ン
制
御
軸
数
は
最

大
２
５
６
軸
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

容
量
は
最
大
80
Ｍ
Ｂ
と
な

り
、
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
　
ｉ
Ｑ

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ー
は
、
Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
シ
ス
テ
ム

「
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｓ
　
Ａ
７
」
フ
ァ
ミ

リ
ー
を
発
売
し
た
。

重負荷用電磁接触器

高頻度開閉能力を持った
クラッパー形電磁接触器
AC200～550V 80～600A
DC100～220V 80～600A

2024年10月から社名を変更しました

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

現場川柳番外編〝オートメーション〟現場川柳

作：はるかぜさん　画：見ル野栄司氏
「速すぎる パートのおばちゃん 神の手か」

OPTEX FA CO., LTD.



（3）　　　２０２５年（令和７年）２月１９日

とのクローズドループCO2追跡プラットフォーム、エ
ネルギー効率を向上させる機械学習モデル、顧客と共
同で開発した新しい循環型ビジネスモデルを通じて、
同施設はスコープ1と2の排出量を90%、スコープ3の
排出量を65%、水使用量を15%削減。全て2年間で達
成した。

■�シ ュ ナ イ ダ ー エ レ ク ト リ ッ ク 、 S C A D A
「AVEVA InTouch HMI」セットをお手頃
価格で提供
　シュナイダーエレクトリックは、SCADA
「AVEVA�InTouch�HMI」の開発ライセンス、ラン
タイムライセンス（タグ数無制限）、クライアントラ
イセンス（クライアント数無制限）、AVEVA�
Historianがセットになった「InTouch�Unlimited」
をお手頃価格で提供を開始した。

■�東芝、Toishiba Clipで令和を生きる若手技術
者ワークスタイルを聞くインタビューを掲載

　東芝は、同社のトレンドを紹介するWE B
「Toshiba�Clip」で、VPP（バーチャルパワープラン
ト）事業に携わる入社４年目の若手技術者の働き方を
聞くインタビュー「何事も全力で楽しむのが東芝
流！」令和を生きる若き技術者のワークライフスタイ
ル～理念ストーリーWe�are�Toshiba～」を公開した。

■�北陽電機、エリア設定可能な3D L iDAR
「YHT-05LA」を紹介するYoutube公開

　北陽電機は、エリア
設定可能な3D�LiDAR
「YHT-05LA」を紹
介するYoutubeを公開
した。
　同製品は、3Dセン
サでのエリア設定ができる測域センサ。検出距離5
㍍、スキャン角度45（H）×プラ

ス　40°マイナス45°（V）で、ス
キャン速度が従来の測域センサの約半分以下になり、
リアルタイム計測が可能。
　動画では、実際にYHTを動かし、2D�LiDARとの
比較や、倒れ込み検知・方向判別・侵入検知・エリア
設定方法・フィルタ/インタレース機能を使用した様
子を確認できる。

■�ヤマハ、半導体製造装置、電子部品実装機分野
の子会社を統合し「ヤマハロボティクス株式会
社」に
　ヤマハ発動機は、子会社のヤマハロボティクスホー
ルディングスと、その子会社で半導体後工程と電子部
品実装装置の開発、製造を行っている新川、アピック
ヤマダ、PFAについて、これらを統合して「ヤマハ
ロボティクス株式会社」とする。3月31日に契約を締
結し、7月1日に合併する予定。

■�RYODEN、シンガポールのFA機器メーカー
「Akribis Systems Pte Ltd」の国内総代
理店契約を締結
　RYODENは、シンガポールのFA機器メーカー
「Akribis�Systems�Pte�Ltd」（アクリビス社）と国

■�三菱電機、「MECHATRO＋Vol.19」最新号
を公開

　三菱電機は、FAシステム事業本部産業メカトロニ
クス事業部が発行しているレーザ加工機、放電加工機
などの情報誌「MECHATRO＋Vol.19」最新号を公
開した。かね久代表取締役CEO遠藤伸太郎氏の「震
災をバネに新規事業開拓地元企業との連携で飛躍」の
インタビュー等を掲載している。

■�三菱電機、わずかな動きで発電する電磁誘導発
電モジュールを開発

　三菱電機は、自然界のわずかな動きや人の動作で効
率よく発電する電磁誘導発電モジュールを開発した。
そよ風や弱い水流、人が床を踏む動きなどを利用した
発電ができ、配線と電池交換が不要な低消費電力（数
mW程度）の機器・センサ向け電源としての活用に最
適。これまでIoTセンサの設置が難しかった場所への
設置が可能となり、センシング技術の活用範囲が大幅
に広がるとしている。
　同モジュールを組み込んだ床板の上を人が通過した
際に発電する床発電装置のテストでは、従来の圧電素
子を用いた床発電装置の100倍となる200mWの発電量
を確認した。

■�富士電機、「富士電機技報」第97巻第3号を公開
特集「受配電・開閉・制御機器」

　富士電機は、技報「富士電機技報」の第97巻第3号
を公開した。「受配電・開閉・制御機器」を特集した
号となっている。
　特集では、信頼性や安全性を向上し、多様化するニ
ーズに応えて使い勝手を向上させた受配電・開閉・制
御機器の新製品を紹介し、その実現を支える電気接点
評価技術やシミュレーション精度向上の取り組みも解
説している。

■�シュナイダーエレクトリック、中国の無錫工場
がサステナビリティライトハウス工場に認定

　シュナイダーエレクトリックの中国・無錫工場が、
世界経済フォーラムによってサステナビリティライト
ハウスに認定された。同社としてインドのハイデラバ
ード、米国ケンタッキー州レキシントン、フランスの
ル・ヴォードルイユに続く4カ所目のサステナビリテ

の製品トレーニング�SITRAINを約半額で受講できる
特典もついている。

イベントセミナー

■�パトライト、２月27日WEBセミナー「待った
なしの現場革命！コニカとパナとパトライトの
3社連携で挑む課題解決の神髄」
　パトライトは、２月27日にWEBセミナー「業界必
見！　コニカミノルタ×パナソニック�コネクト×パ
トライトによる道しるべ�待ったなしの現場革命！　3
社連携で挑む課題解決の神髄」を開催する。画像セン
シングやAI、見える化など３社のそれぞれの強みを生
かし、サーマルカメラによる予兆予知など早期発見す
る具体的事例を提案する。

■�EPLAN、3月17日WEBセミナー「電気設計の
自動化回路図の自動生成eBuildデモセミナー」

　EPLANは、3月
17日にWEBセミナ
ー「電気設計の自動
化�回路図の自動生
成�eBuildデモセミ
ナー」を開催する。
　EPLAN�eBuildは
電気回路図を自動で
生成するためのツール。クリック作業で標準電気回路
を繰り返し再利用して、さまざまな回路を生成でき
る。設計している案件ごとに変わる部分、電圧の仕
様、海外案件、客先指定の必要な仕様などのパターン
を登録しておけば、仕様を選択するだけで回路図が自
動で生成できる。
　セミナーでは、eBuildを製品デモを通して紹介す
る。チャット機能を使った質疑応答にも対応する。

■�IMV、2025年「ISO機械状態監視診断技術者
（振動）資格取得セミナー」申し込みを開始

　IMVは、2025年の「ISO機械状態監視診断技術者
（振動）資格取得セミナー」の申し込みを開始した。
東京会場は訓練セミナーが6月16～20日、認証試験が6
月21日、大阪会場は訓練セミナーが11月10～14日、認
証試験が11月15日となっている。
　ISO機械状態監視診断技術者（振動）資格認証試験
は、ISO18436-2に基づいて、携帯・常設センサおよ
び機器を用いた機械振動の測定・解析を行う技術者の
資格と能力を認証することを目的としている。

■�スガツネ工業、3月6日WEBセミナー「扉や蓋
周りの課題解決事例：セミナー」

　スガツネ工業は、3月6日にWEBセミナー「扉や蓋
周りの課題解決事例：セミナー」を開催する。扉や蓋
まわりの課題解決に役立つ「モーションデザインテッ
ク」について、実際の課題解決事例を交えながら最適
な機構部品を紹介する。

内総代理店契約を締結し、日本法人「アクリビス・シ
ステムズ・ジャパン社」事業を譲受した。
　アクリビス社は、2004年8月にシンガポールで設
立。リニアモータ、ダイレクトドライブモータ、リニ
アステージ、関連製造機械設備等の開発・製造・販売
を行っており、従業員数は1650人となっている。

■�寺崎電気産業、Osaka Metro「夢洲駅」電気
室の電気設備を納入。現地施工工事完工

　寺崎電気産業は、大阪・関西万博の玄関口となる中
央線の新駅「夢洲駅」の電気室に配電制御システムを
納入・現地施工工事を完了し、2025年1月19日に開業
した。
　同社は、夢洲駅の電気室に設置される高圧配電盤・
低圧配電盤一式の製造に加えて、搬入・据え付け工事
から現地調整・検査までのエンジニアリング業務を実
施。これらの配電制御システムは、夢洲駅構内に設置
されている照明や空調などの各種電気設備に対する電
力供給を一手に担っている。

■�エムジー、縦48㍉㍍×横96㍉㍍のデジパネサ
イズのコンパクト記録計の動画を公開

　エムジーは、縦48㍉㍍×横96㍉㍍のデジパネサイズ
のコンパクト記録計の紹介動画を公開した。同製品
は、「記録したい信号があるけど1点だけなので」「小さ
くていいから操作パネルに記録計が付いていれば作業
の記録を確認できるのに」「現場設備の機側盤に記録
計が付いていれば異常の原因がすぐ特定できるのに」
など記録計を設置しづらかった場所でも使用できる。

■�NTN、THE CHALLENGEに、軸受診断用
ソフトウエア開発に挑む技術者インタビュー公
開
　NTNは、同社の技術者の開発への挑戦を紹介する
WEBサイト「未来を切り開くTHE�CHALLENGE」
に、軸受診断用ソフトウエア開発に挑む技術者インタ
ビューとして、「軸受診断用のソフトウエア開発という
未知なる領域に挑む軸受診断エッジアプリケーション
『Bearing�Inspector�for�Edgecross』」を公開した。
　記事では、軸受単品を開発してきた同社にとって未
知の領域である診断ソフトウエアの開発・販売に携わ
った軸受事業部の3人に話を聞いている。

キャンペーン

■�高木商会、シーメンス製品を手軽に試せる
「SIEMENS お得なPLCプロモーションパッ
ケージ」
　高木商会は、シーメンス製品を手軽に試せる特別価
格・購入特典付きキャンペーン「SIEMENS�お得な
PLCプロモーションパッケージ」を実施する。期間
は9月末まで。
　シーメンス製品に興味はあるけど、実際に使う機会
がないというユーザーに、60%以上の割引率でシーメ
ンス製品を気軽に試せる「PLC＋HMI」「安全
PLC」「ソフトウエアPLC」の3つのプロモーション
パッケージを提供中。さらに購入者には、シーメンス

ィライトハウスと
なる。
　無錫工場は、エ
ネルギーマネジメ
ントと産業オート
メーション向けの
主要製品を生産す
る電子機器製造セ
ンターで、2022年
にスコープ1とス
コープ2の排出量
のネットゼロ化を
達成。AIを活用
したエコデザイ
ン、サプライヤー

FA業界掲示板�FA業界掲示板� オートメーション新聞WEB URL付き記事はこちらから→https://www.automation-news.jp/category/topics/オートメーション新聞WEB URL付き記事はこちらから→https://www.automation-news.jp/category/topics/
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機
器
の
減
少
、
産
業
用
加
工

機
の
前
年
度
大
口
案
件
剥
落

に
よ
る
反
動
が
あ
っ
た
。
半

導
体
・
デ
バ
イ
ス
分
野
は
、

デ
バ
イ
ス
が
半
導
体
製
造
装

置
関
連
向
け
な
ど
で
減
少
し

た
が
、
電
子
部
品
実
装
機
向

け
や
イ
ン
ド
の
車
載
関
連
向

け
な
ど
で
増
加
。
半
導
体
は

パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー

向
け
が
堅
調
も
市
場
流
通
品

の
需
要
の
減
少
が
あ
っ
た
。

　
社
会
・
情
報
通
信
事
業

は
、
売
上
高
１
７
４
億
４
０

０
万
円
（
４
・
６
％
減
）
、

営
業
利
益
４
億
３
５
０
０
万

円
（
３
・
３
％
減
）
。

　
社
会
イ
ン
フ
ラ
分
野
は
、

非
常
用
発
電
機
が
増
加
し
た

が
、
放
射
線
が
ん
治
療
装
置

と
医
療
用
診
断
装
置
が
前
年

に
集
中
し
た
反
動
が
あ
っ

た
。
情
報
通
信
分
野
は
、
携

帯
電
話
で
高
価
格
端
末
の
販

売
が
堅
調
に
推
移
し
、
環
境

分
析
関
連
の
新
規
ビ
ジ
ネ
ス

が
増
加
し
た
。

　
通
期
業
績
見
通
し
に
変
更

は
な
く
、
売
上
高
は
１
５
０

０
億
円（
０
・
１
％
増
）、
営

業
利
益
は
33
億
７
０
０
０
万

円（
９
・
８
％
減
）、
純
利
益

は
25
億
１
０
０
０
万
円
（
０

・
３
％
増
）
と
し
て
い
る
。

製
品
の
需
要
は
堅
調
だ
っ
た

が
産
業
機
器
用
途
で
在
庫
調

整
局
面
が
見
ら
れ
、
中
国
市

場
も
不
安
定
な
状
況
が
続
き

低
調
。
Ｆ
Ａ
分
野
も
、
ユ
ー

ザ
ー
の
在
庫
調
整
に
よ
る
影

響
と
中
国
市
場
の
低
調
が
継

続
。
冷
熱
ビ
ル
分
野
は
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
増
加
に
よ
り
店
舗

設
備
が
増
加
し
、
省
エ
ネ
や

環
境
対
策
設
備
な
ど
も
堅
調

に
推
移
し
た
。

　
た
け
び
し
は
、
２
０
２
５

年
３
月
期
第
３
四
半
期
決
算

を
発
表
し
、
売
上
高
は
７
２

２
億
１
４
０
０
万
円
（
前
年

同
期
比
４
・
５
％
減
）
、
営

業
利
益
は
24
億
４
８
０
０
万

円
（
17
・
３
％
減
）
、
純
利

　
Ｒ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
は
、
２
０

２
５
年
３
月
期
第
３
四
半
期

決
算
を
発
表
し
、
売
上
高
は

１
５
８
８
億
３
３
０
０
万
円

（
前
年
同
期
比
19
・
３
％

減
）
、
営
業
利
益
は
34
億
８

８
０
０
万
円
（
44
・
４
％

減
）
、
純
利
益
は
28
億
４
６

０
０
万
円
（
34
・
１
％
減
）

と
な
っ
た
。
電
子
部
品
・
半

導
体
分
野
は
、
自
動
車
向
け

パ
ワ
ー
半
導
体
や
Ａ
Ｉ
関
連

　
カ
ナ
デ
ン
は
、
２
０
２
５

年
３
月
期
第
３
四
半
期
決
算

を
発
表
し
、
売
上
高
は
７
９

４
億
円
（
前
年
同
期
比
１
・

２
％
減
）
、
営
業
利
益
は
20

億
２
４
０
０
万
円
（
22
・
１

％
減
）
、
純
利
益
は
18
億
２

８
０
０
万
円
（
５
・
９
％

減
）
と
な
っ
た
。
情
通
・
デ

バ
イ
ス
事
業
が
電
子
医
療
装

置
の
大
口
案
件
の
剥
落
に
よ

り
減
収
、
Ｆ
Ａ
分
野
は
在
庫

調
整
の
影
響
を
受
け
て
苦
戦

し
た
。

　
セ
グ
メ
ン
ト
別
で
は
、
Ｆ

Ａ
シ
ス
テ
ム
事
業
は
、
売
上

高
３
３
５
億
３
７
０
０
万

円
、
経
常
利
益
14
億
９
７
０

０
万
円
の
増
収
減
益
。
中
国

経
済
の
成
長
鈍
化
に
よ
る
需

要
減
や
在
庫
調
整
の
影
響
も

あ
り
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
シ
ス

テ
ム
や
駆
動
制
御
機
器
。
産

業
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野

は
、
レ
ー
ザ
加
工
機
の
案
件

が
少
な
く
低
調
。

　
産
業
シ
ス
テ
ム
分
野
は
、

船
舶
用
の
電
機
品
の
大
口
案

件
や
工
場
設
備
向
け
の
計
装

シ
ス
テ
ム
が
好
調
に
推
移
し

た
。

　
通
期
業
績
見
通
し
に
変
更

は
な
く
、
売
上
高
は
１
２
２

０
億
円
（
４
・
９
％
増
）
、

営
業
利
益
は
50
億
５
０
０
０

万
円
（
11
・
１
％
増
）
、
純

利
益
は
36
億
円
（
３
・
６
％

増
）
と
し
て
い
る
。

　
日
東
工
業
は
、
２
０
２
５

年
３
月
期
第
３
四
半
期
決
算

を
発
表
し
、
売
上
高
は
１
３

３
３
億
５
４
０
０
万
円
（
前

年
同
期
比
14
・
１
％
増
）
、

営
業
利
益
は
92
億
９
８
０
０

万
円
（
３
・
３
％
増
）
、
純

利
益
は
90
億
１
４
０
０
万
円

（
36
・
３
％
増
）
と
な
っ

た
。

　
セ
グ
メ
ン
ト
別
の
売
上
高

で
は
、
電
気
・
情
報
イ
ン
フ

ラ
関
連
の
製
造
・
工
事
・
サ

ー
ビ
ス
事
業
は
、
19
・
７
％

増
の
８
４
０
億
３
０
０
０
万

円
。
セ
グ
メ
ン
ト
利
益
は
４

・
３
％
増
の
72
億
３
６
０
０

万
円
と
な
っ
た
。

　
う
ち
配
電
盤
部
門
は
子
会

社
化
し
た
テ
ン
パ
ー
ル
工
業

の
連
結
効
果
に
よ
り
売
り
上

げ
が
増
加
し
、
案
件
価
格
の

改
善
効
果
に
よ
る
高
圧
受
電

設
備
の
売
り
上
げ
が
増
加
し

た
結
果
、
４
９
９
億
９
４
０

万
円
と
20
・
２
％
の
増
収
と

な
っ
た
。

　
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
部
門
は
、

価
格
改
定
効
果
と
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

を
活
用
し
た
設
計
・
受
注
シ

ス
テ
ム
の
利
用
拡
大
に
よ
り

穴
加
工
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
売

り
上
げ
が
増
加
し
、
７
・
５

％
増
の
１
７
４
億
４
４
０
０

万
円
。

　
遮
断
器
・
開
閉
器
・
パ
ー

ツ
・
そ
の
他
部
門
は
、
子
会

社
化
し
た
テ
ン
パ
ー
ル
工
業

の
連
結
効
果
に
よ
り
売
り
上

げ
が
増
加
し
、
配
・
分
電
盤

や
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
関
連
す

る
パ
ー
ツ
な
ど
の
売
り
上
げ

が
増
加
し
た
結
果
、
34
・
８

％
増
の
１
２
８
億
２
４
０
０

　
山
洋
電
気
は
、
２
０
２
５

年
３
月
期
第
３
四
半
期
決
算

を
発
表
し
、
売
上
高
は
７
１

７
億
１
４
０
０
万
円
（
前
年

同
期
比
17
・
１
％
減
）
、
営

業
利
益
は
49
億
４
０
０
万
円

（
49
・
３
％
減
）
、
純
利
益

は
40
億
１
０
０
万
円
（
48
・

８
％
減
）
と
な
っ
た
。

　
セ
グ
メ
ン
ト
別
売
上
高

は
、
サ
ン
エ
ー
ス
カ
ン
パ
ニ

ー
は
15
・
５
％
減
の
２
８
２

億
４
４
０
０
万
円
。
「
Ｓ
ａ

ｎ
　
Ａ
ｃ
ｅ
」
は
、
高
性
能

サ
ー
バ
や
周
辺
機
器
向
け
の

需
要
が
堅
調
。
北
米
や
国
内

の
販
売
店
か
ら
の
需
要
に
回

復
の
兆
し
が
見
ら
れ
た
が
、

無
線
基
地
局
な
ど
の
通
信
イ

ン
フ
ラ
機
器
、
ロ
ボ
ッ
ト
や

工
作
機
器
の
制
御
装
置
、
半

導
体
製
造
装
置
向
け
の
新
た

な
需
要
は
低
調
だ
っ
た
。

　
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
カ
ン

パ
ニ
ー
は
、
13
・
４
％
減
の

１
５
１
億
８
０
０
０
万
円
と

な
っ
た
。
「
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｐ

Ｓ
」
は
、
消
防
・
高
速
道
路

関
連
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
向

け
、
防
衛
シ
ス
テ
ム
向
け
の

需
要
が
堅
調
だ
っ
た
。
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
向
け
の
需

要
は
自
家
消
費
用
途
を
中
心

に
堅
調
だ
っ
た
が
、
半
導
体

製
造
装
置
用
途
向
け
の
需
要

は
低
迷
し
た
。

　
モ
ー
シ
ョ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー

は
、
22
・
２
％
減
の
２
４
３

億
６
９
０
０
万
円
。
「
Ｓ
Ａ

Ｎ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
は
、
電

子
部
品
実
装
機
向
け
の
需
要

が
堅
調
だ
っ
た
が
、
半
導
体

製
造
装
置
、
ウ
エ
ハ
搬
送
ロ

ボ
ッ
ト
向
け
の
需
要
は
、
一

部
に
回
復
の
兆
し
が
見
ら
れ

た
が
、
全
体
と
し
て
低
調
。

中
国
市
場
の
低
迷
が
続
き
、

金
属
加
工
機
、
射
出
成
形

機
、
工
作
機
械
向
け
の
需
要

も
低
調
だ
っ
た
。

　
通
期
業
績
見
通
し
に
変
更

は
な
く
、
売
上
高
は
９
６
１

億
円
（
14
・
９
％
減
）
、
営

業
利
益
は
66
億
円
（
44
・
１

％
減
）
、
純
利
益
は
47
億
円

（
55
・
１
％
減
）
と
し
て
い

る
。

　
サ
ン
ワ
テ
ク
ノ
ス
は
、
２

０
２
５
年
３
月
期
第
３
四
半

期
決
算
を
発
表
し
、
売
上
高

は
１
０
２
３
億
３
３
０
０
万

円
（
前
年
同
期
比
20
・
１
％

減
）
、
営
業
利
益
は
21
億
９

６
０
０
万
円
（
53
・
４
％

減
）
、
純
利
益
は
18
億
３
３

０
０
万
円
（
53
・
１
％
減
）

と
な
っ
た
。

　
部
門
別
の
売
上
高
で
は
、

電
機
部
門
は
２
１
３
億
７
０

０
０
万
円
（
22
・
３
％

減
）
。
マ
ウ
ン
タ
業
界
向
け

の
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
が
増
加
し

た
が
、
半
導
体
製
造
装
置
業

界
向
け
の
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
、

Ｆ
Ａ
業
界
向
け
の
制
御
機
器

と
太
陽
光
関
連
業
界
向
け
の

サ
ー
ボ
モ
ー
タ
、
ス
カ
ラ
ロ

ボ
ッ
ト
の
販
売
が
減
少
し

た
。

　
電
子
部
門
は
７
２
５
億
２

９
０
０
万
円
（
19
・
４
％

減
）
。
自
動
車
関
連
業
界
向

け
の
光
学
ユ
ニ
ッ
ト
、
Ｆ
Ａ

業
界
向
け
の
産
業
用
Ｐ
Ｃ
と

ケ
ー
ブ
ル
、
コ
ネ
ク
タ
な
ど

の
販
売
が
減
少
し
た
。

　
機
械
部
門
は
84
億
３
４
０

０
万
円
（
20
・
７
％
減
）
。

食
品
業
界
向
け
の
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ト
の
販
売
が
増
加
し
た

が
、
半
導
体
製
造
装
置
業
界

向
け
の
除
振
台
、
自
動
車
関

連
業
界
向
け
の
組
み
立
て
搬

送
設
備
の
販
売
が
減
少
し

た
。

　
セ
グ
メ
ン
ト
別
の
売
上
高

で
は
、
日
本
は
７
４
６
億
円

（
14
・
６
％
減
）
、
ア
ジ
ア

地
域
は
３
４
２
億
４
７
０
０

万
円
（
29
・
８
％
減
）
、
欧

米
は
48
億
３
４
０
０
万
円

（
６
・
２
％
減
）
、
そ
の
他

の
地
域
は
５
億
８
４
０
０
万

円
（
38
・
２
％
増
）
と
な
っ

た
。

　
通
期
業
績
見
通
し
を
変
更

し
、
売
上
高
は
１
４
０
０
億

円
（
15
・
７
％
減
）
、
営
業

利
益
は
32
億
円
（
48
・
５
％

減
）
、
純
利
益
は
26
億
円

（
48
・
１
％
減
）
。

　
市
況
低
迷
に
よ
る
設
備
投

資
の
減
少
や
手
配
調
整
が
続

く
影
響
で
、
販
売
が
当
初
計

画
を
下
回
る
水
準
で
推
移
し

て
い
る
が
、
利
益
率
の
改
善

や
為
替
変
動
の
影
響
に
よ

り
、
利
益
は
当
初
の
計
画
を

上
回
る
見
込
み
と
し
て
い

る
。

　
因
幡
電
機
産
業
は
、
２
０

２
５
年
３
月
期
第
３
四
半
期

決
算
を
発
表
し
、
売
上
高
は

２
７
２
７
億
６
２
０
０
万
円

（
前
年
同
期
比
12
・
４
％

増
）
、
営
業
利
益
は
１
７
３

億
３
７
０
０
万
円
（
15
・
４

％
増
）
、
純
利
益
は
１
２
６

億
９
５
０
０
万
円
（
15
・
０

％
増
）
と
な
っ
た
。

　
セ
グ
メ
ン
ト
別
売
上
高
で

は
、
電
設
資
材
事
業
は
13
・

９
％
増
の
１
８
４
７
億
４
６

０
０
万
円
。
物
流
コ
ス
ト
や

原
材
料
価
格
の
高
騰
な
ど
に

よ
る
販
売
価
格
の
上
昇
が
継

続
し
、
商
品
別
で
は
銅
価
格

の
高
騰
が
電
線
ケ
ー
ブ
ル
類

の
売
り
上
げ
に
大
き
く
寄

与
。
西
日
本
エ
リ
ア
の
再
開

発
や
製
造
業
の
設
備
更
新
、

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
大

型
物
件
向
け
に
防
災
設
備
や

受
配
電
設
備
な
ど
の
納
入
が

あ
っ
た
。

　
産
業
機
器
事
業
は
、
２
７

９
億
９
６
０
０
万
円
（
２
・

４
％
減
）
。
人
手
不
足
に
伴

う
省
力
化
・
自
動
化
需
要
な

ど
を
背
景
と
し
た
製
造
業
の

設
備
投
資
は
底
堅
く
推
移

し
、
半
導
体
関
連
の
在
庫
調

整
の
影
響
が
一
巡
し
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
第
３
四
半
期
に

入
っ
て
制
御
機
器
の
販
売
が

上
向
く
な
ど
増
収
基
調
に
転

じ
、
減
収
幅
は
縮
小
し
た
。

　
自
社
製
品
事
業
は
15
・
８

％
増
の
６
０
０
億
１
８
０
０

万
円
。
原
材
料
価
格
を
は
じ

め
、
製
造
や
物
流
関
連
コ
ス

ト
の
上
昇
を
背
景
と
し
て
空

調
関
連
部
材
の
価
格
改
定
を

実
施
。
さ
ら
に
ル
ー
ム
エ
ア

コ
ン
の
出
荷
台
数
増
加
で
、

Ｆ
Ａ
分
野
低
調
で
減
収 

　

在
庫
調
整
、中
国
市
場
響
く

RYODEN

装
置
シ
ス
テ
ム
が
堅
調

　

減
収
も
純
利
益
６
％
増

たけびし

売
上
高
前
年
比
増
加
に

次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ

開
発
投
資
受
け

明治電機工業

万
円
と
な
っ
た
。

　
工
事
・
サ
ー
ビ
ス
部
門

は
、
病
院
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

工
事
や
高
圧
受
電
設
備
に
関

連
し
た
電
気
工
事
案
件
の
売

り
上
げ
が
増
加
し
、
子
会
社

化
し
た
Ｅ
Ｍ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
の
連
結
効
果
に
よ
り
売

り
上
げ
が
増
加
し
、
31
・
７

％
増
の
37
億
６
７
０
０
万
円

と
な
っ
た
。

　
電
気
・
情
報
イ
ン
フ
ラ
関

連
の
流
通
事
業
は
、
企
業
の

Ｉ
Ｔ
投
資
意
欲
の
高
ま
り
に

共
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
材
の

売
り
上
げ
が
増
加
し
た
結

果
、
売
上
高
は
８
・
１
％
増

の
３
８
６
億
１
７
０
０
万
円

と
な
っ
た
。

　
電
子
部
品
関
連
の
製
造
事

業
は
、
エ
ア
コ
ン
関
連
市
場

の
需
要
持
ち
直
し
の
一
方
、

産
業
機
器
市
場
や
海
外
自
動

車
市
場
な
ど
の
需
要
減
少
に

よ
り
、
２
・
５
％
減
の
１
０

７
億
６
０
０
万
円
と
な
っ

た
。

　
通
期
業
績
見
通
し
に
変
更

は
な
く
、
売
上
高
は
１
７
８

０
億
円
（
10
・
８
％
増
）
、

営
業
利
益
は
１
２
０
億
円

（
０
・
３
％
増
）
、
純
利
益

は
１
０
０
億
円
（
14
・
７
％

増
）
と
し
て
い
る
。

売
上
高
14
％
増
１３３３
億
円

　

電
気
・
情
報
イ
ン
フ
ラ
旺
盛

日東工業

電
設
資
材
売
上
14
％
増

　

自
社
製
品
事
業
も
牽
引

因幡電機産業

７
億
１
４
０
０
万
円
（
前
年

同
期
比
13
・
１
％
減
）
、
営

業
利
益
は
17
億
８
７
０
０
万

円
（
19
・
２
％
減
）
、
純
利

益
は
13
億
３
１
０
０
万
円

（
19
・
８
％
減
）
と
な
っ

た
。
電
気
機
器
・
電
子
部
品

・
産
業
機
械
業
界
で
、
３
Ｑ

か
ら
受
注
環
境
に
回
復
の
兆

し
が
見
ら
れ
た
が
、
主
要
顧

客
の
生
産
部
材
に
お
い
て
在

庫
調
整
の
影
響
が
依
然
と
し

て
継
続
し
、
売
上
高
は
本
格

的
な
回
復
に
至
ら
な
か
っ

た
。

　
セ
グ
メ
ン
ト
別
で
は
、
電

機
・
電
子
部
品
販
売
事
業

は
、
売
上
高
３
４
４
億
９
２

０
０
万
円
（
13
・
１
％

減
）
、
営
業
利
益
は
18
億
２

４
０
０
万
円
（
18
・
７
％

減
）
。

　
商
品
分
野
別
の
売
上
高
で

は
、
Ｆ
Ａ
機
器
分
野
は
制
御

盤
、
電
磁
開
閉
器
な
ど
が
増

加
し
た
が
、
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
、
セ

ン
サ
な
ど
が
減
少
し
、
１
９

４
億
５
０
０
万
円
（
20
・
９

％
減
）
。
情
報
・
通
信
機
器

分
野
は
、
産
業
用
パ
ソ
コ

ン
、
無
停
電
電
源
な
ど
が
減

少
し
た
が
、
Ｏ
Ａ
ア
ク
セ
サ

リ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
な

ど
が
増
加
し
、
31
億
５
９
０

０
万
円
（
12
・
０
％
増
）
。

電
子
・
デ
バ
イ
ス
機
器
分
野

は
、
基
板
、
Ｅ
Ｍ
Ｉ
対
策
商

品
な
ど
が
増
加
し
た
が
、
コ

ネ
ク
タ
全
般
、
ス
イ
ッ
チ
ン

グ
電
源
な
ど
が
減
少
し
、
46

億
３
０
０
万
円
（
９
・
９
％

減
）
と
な
っ
た
。
電
設
資
材

分
野
は
、
端
子
台
、
ケ
ー
ブ

ル
ア
ク
セ
サ
リ
な
ど
が
減
少

し
た
が
、
受
変
電
設
備
、
照

明
な
ど
が
増
加
し
、
73
億
２

４
０
０
万
円
（
１
・
５
％

増
）
と
な
っ
た
。

　
製
造
事
業
は
、
売
上
高
は

２
億
２
１
０
０
万
円
（
12
・

０
％
減
）
、
営
業
損
失
は
３

６
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　
通
期
業
績
見
通
し
に
変
更

は
な
く
、
売
上
高
は
４
９
６

億
円
（
２
・
６
％
減
）
、
営

業
利
益
は
21
億
２
０
０
０
万

円
（
23
・
９
％
減
）
、
純
利

益
は
15
億
５
０
０
０
万
円

（
25
・
９
％
減
）
と
し
て
い

る
。

　
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム
は
盤
メ
ー

カ
ー
向
け
販
売
が
堅
調
の
一

方
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
や
セ

ッ
ト
メ
ー
カ
ー
の
在
庫
調
整

か
ら
の
回
復
が
遅
れ
、
Ｐ
Ｌ

Ｃ
、
サ
ー
ボ
、
イ
ン
バ
ー
タ

な
ど
主
要
取
扱
品
の
販
売
が

低
調
で
、
売
上
高
３
５
３
億

３
０
０
万
円
、
営
業
利
益
９

億
４
５
０
０
万
円
と
な
っ

た
。

　
通
期
業
績
見
通
し
に
変
更

は
な
く
、
売
上
高
は
２
１
８

０
億
円
（
15
・
８
％
減
）
、

営
業
利
益
は
55
億
円
（
33
・

９
％
減
）
、
純
利
益
は
43
億

円
（
25
・
０
％
減
）
と
し
て

い
る
。

　
明
治
電
機
工
業
は
、
２
０

２
５
年
３
月
期
第
３
四
半
期

決
算
を
発
表
し
、
売
上
高
は

５
３
０
億
５
６
０
０
万
円

（
前
年
同
期
比
１
・
３
％

増
）
、
営
業
利
益
は
15
億
５

９
０
０
万
円
（
13
・
０
％

減
）
、
純
利
益
は
12
億
７
３

０
０
万
円
（
14
・
１
％
減
）

と
な
っ
た
。
売
上
高
は
次
世

代
モ
ビ
リ
テ
ィ
開
発
向
け
の

投
資
の
影
響
を
受
け
て
対
前

年
比
で
増
加
と
な
っ
た
。

　
主
要
顧
客
で
あ
る
自
動
車

関
連
企
業
は
、
中
国
市
場
で

の
販
売
低
迷
が
継
続
し
、
自

動
車
の
生
産
台
数
と
販
売
台

数
が
減
少
し
た
が
、
次
世
代

モ
ビ
リ
テ
ィ
開
発
は
高
い
水

準
を
維
持
し
、
投
資
も
堅

調
。
電
気
・
電
子
・
半
導
体

関
連
企
業
は
、
Ａ
Ｉ
関
連
投

資
の
増
加
や
自
動
運
転
技
術

関
連
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
建

設
へ
の
投
資
は
引
き
続
き
拡

大
し
て
い
る
が
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
の
需
要

は
回
復
基
調
が
弱
く
、
全
体

と
し
て
投
資
の
持
ち
直
し
は

慎
重
。
工
作
機
械
・
産
業
機

械
関
連
企
業
は
、
環
境
負
荷

の
低
減
や
電
動
車
な
ど
の
新

技
術
向
け
の
投
資
が
引
き
続

き
堅
調
で
、
特
に
デ
ジ
タ
ル

化
、
自
動
化
、
省
力
化
、
低

・
脱
炭
素
化
に
向
け
た
投
資

が
拡
大
し
、
生
産
効
率
向
上

へ
の
取
り
組
み
が
進
展
し

た
。
欧
米
の
イ
ン
フ
レ
の
影

響
は
緩
和
し
つ
つ
あ
る
が
、

中
国
の
回
復
が
懸
念
材
料
と

な
り
、
全
体
と
し
て
生
産
動

向
は
鈍
化
傾
向
で
推
移
し

た
。

　
通
期
業
績
見
通
し
に
変
更

は
な
く
、
売
上
高
は
７
７
５

億
円（
３
・
９
％
増
）、
営
業

利
益
は
30
億
１
０
０
０
万
円

（
３
・
３
％
増
）
、
純
利
益

は
22
億
４
０
０
０
万
円
（
７

・
７
％
減
）
と
し
て
い
る
。

主
要
Ｆ
Ａ
企
業 

２
０
２
４
年
度
３
Ｑ
決
算

サンワテクノス

通期利益を上方修正
売上、各部門減少も

Ｆ
Ａ
分
野
は
増
収
減
益

　

産
業
シ
ス
テ
ム 

好
調
推
移

カナデン
主
力
製
品
の
被
覆
銅
管
や
空

調
配
管
化
粧
カ
バ
ー
「
ス
リ

ム
ダ
ク
ト
シ
リ
ー
ズ
」
な
ど

の
販
売
が
好
調
に
推
移
し

た
。

　
通
期
業
績
見
通
し
に
変
更

は
な
く
、
売
上
高
は
３
６
２

０
億
円
（
４
・
８
％
増
）
、

営
業
利
益
は
２
３
５
億
円

（
10
・
２
％
増
）
、
純
利
益

は
１
６
４
億
円
（
５
・
０
％

増
）
と
し
て
い
る
。

益
は
22
億
４
２
０
０
万
円

（
５
・
８
％
増
）と
な
っ
た
。

　
セ
グ
メ
ン
ト
別
で
は
、
Ｆ

Ａ
・
デ
バ
イ
ス
事
業
は
売
上

高
５
４
８
億
１
０
０
０
万
円

（
４
・
５
％
減
）、
営
業
利
益

20
億
１
３
０
０
万
円
（
19
・

８
％
減
）
。
産
業
機
器
シ
ス

テ
ム
分
野
は
、
装
置
シ
ス
テ

ム
が
製
造
業
の
設
備
投
資
と

自
動
化
の
需
要
を
捉
え
、
半

導
体
や
産
業
用
蓄
電
池
向
け

を
中
心
に
増
加
し
た
が
、
顧

客
の
在
庫
調
整
に
よ
る
Ｆ
Ａ

回
復
至
ら
ず
減
収
減
益

　

通
信
機
器
、電
設
資
材
は
増

スズデン
　
ス
ズ
デ
ン
は
、
２
０
２
５

年
３
月
期
第
３
四
半
期
決
算

を
発
表
し
、
売
上
高
は
３
４

山洋電気

減収減益 需要が低迷
一部には回復の兆し



（5）　　　２０２５年（令和７年）２月１９日

　
先
日
、
子
ど
も
と
一
緒
に

「
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
な
く
な
る
仕

事
」
の
一
覧
が
掲
載
さ
れ
た
記

事
を
読
み
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
、
事
務
職
や
レ
ジ
係
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
業
務
と
い
っ
た
職

種
が
並
び
、
さ
ら
に
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
の
一
部
も
Ａ
Ｉ
が
代
替

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
書
か
れ

て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
は
「
パ

ソ
コ
ン
に
強
い
人
な
ら
大
丈
夫

で
し
ょ
？
」
と
何
気
な
く
言
い

ま
し
た
が
、
そ
の
言
葉
に
少
し

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
も
し

Ａ
Ｉ
が
コ
ー
ド
を
書
く
時
代
が

来
る
と
す
れ
ば
、
電
気
エ
ン
ジ

ニ
ア
の
仕
事
も
変
わ
る
の
で
は

な
い
か
。
そ
う
思
い
な
が
ら
、

電
気
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
未
来
に
つ

い
て
改
め
て
考
え
て
み
ま
し

た
。

　
近
年
の
製
造
業
で
は
、
Ａ
Ｉ

の
進
化
に
よ
り
多
く
の
業
務
が

自
動
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
品
質
検
査
で
は
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
画
像
認
識
技
術
に

よ
っ
て
製
品
の
欠
陥
や
異
常
を

自
動
検
出
す
る
仕
組
み
が
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。
予
知
保
全
の

分
野
で
は
、
セ
ン
サ
ー
と
Ａ
Ｉ

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
機
械

の
異
常
を
事
前
に
検
知
し
、
故

障
を
未
然
に
防
ぐ
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
生
産
計
画
の
最
適
化
で

は
、
Ａ
Ｉ
が
需
要
予
測
や
在
庫

デ
ー
タ
を
分
析
し
、
効
率
的
な

生
産
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
案
す

る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
大
量
の
デ

ー
タ
を
処
理
し
、
最
適
な
判
断

を
迅
速
に
下
す
こ
と
が
で
き
る

Ａ
Ｉ
は
、
人
間
が
行
っ
て
い
た

細
か
な
作
業
の
多
く
を
置
き
換

え
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
ま

す
。

　
電
気
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
仕
事

も
、
Ａ
Ｉ
の
影
響
を
受
け
て
変

化
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
回
路
設
計
で
は
、
Ａ
Ｉ

が
過
去
の
設
計
デ
ー
タ
を
学
習

し
、
最
適
な
回
路
を
自
動
で
作

成
す
る
技
術
が
発
展
し
て
い
ま

す
。
Ｐ
Ｌ
Ｃ
や
ラ
ダ
ー
制
御
の

分
野
で
は
、
Ａ
Ｉ
が
機
械
の
動

作
パ
タ
ー
ン
を
分
析
し
、
自
動

で
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
生
成
す

る
試
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
設
備
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
で
は
、
Ａ
Ｉ
が
セ
ン
サ
か

ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
Ｉ
ｏ

Ｔ
技
術
の
発
展
に
よ
り
、
工
場

で
は
大
量
の
デ
ー
タ
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
取
得
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ

ら
を
有
効
活
用
し
な
け
れ
ば
、

単
な
る
「
数
字
の
羅
列
」
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

の
最
適
化
や
生
産
ラ
イ
ン
の
ボ

化
が
進
む
中
で
、
電
気
エ
ン
ジ

ニ
ア
に
求
め
ら
れ
る
の
は
「
Ａ

Ｉ
を
使
わ
れ
る
側
」
で
は
な
く

「
Ａ
Ｉ
を
使
う
側
」
に
回
る
こ

と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
が
進
む
現

在
、
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
分
析

す
る
ス
キ
ル
の
重
要
性
は
ま
す

ト
ル
ネ
ッ
ク
の
特
定
、
品
質
管

理
の
改
善
な
ど
、
デ
ー
タ
を
正

し
く
解
析
し
、
実
際
の
業
務
改

善
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
、
エ
ン

ジ
ニ
ア
に
と
っ
て
の
新
た
な
役

割
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
設
計

や
、
自
動
化
技
術
の
導
入
・
管

理
も
、
今
後
の
重
要
な
ス
キ
ル

に
な
る
で
し
ょ
う
。
単
純
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
作
成
が
Ａ
Ｉ
に
代
替

さ
れ
る
時
代
で
は
、
「
ど
の
よ

う
に
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
、
シ
ス
テ

ム
全
体
を
最
適
化
す
る
か
」
が

問
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
は
、
機
器
や
制
御
の
設
計
に

重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
「
Ａ
Ｉ
を
使

っ
て
何
を
実
現
す
る
か
」
と
い

う
視
点
が
求
め
ら
れ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
数
年
後
を
考
え
る
と
、
不
安

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
Ａ
Ｉ
の
進
化
は
電
気
エ

ン
ジ
ニ
ア
に
と
っ
て
脅
威
で
は

な
く
、
新
た
な
チ
ャ
ン
ス
と
も

捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
電

気
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
の
専
門

知
識
を
活
か
し
つ
つ
、
Ａ
Ｉ
を

上
手
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

よ
り
付
加
価
値
の
高
い
仕
事
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で

す
。

　
「
Ａ
Ｉ
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

る
な
ら
、
将
来
エ
ン
ジ
ニ
ア
は

必
要
な
い
の
？
」

　
そ
う
子
ど
も
に
聞
か
れ
た
私

は
、
「
専
門
知
識
に
加
え
て
、

Ａ
Ｉ
を
使
い
こ
な
せ
る
エ
ン
ジ

ニ
ア
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と

思
う
よ
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
電
気
エ
ン
ジ
ニ

ア
に
は
、
Ａ
Ｉ
や
Ｄ
Ｘ
に
よ
る

デ
ー
タ
分
析
力
を
武
器
に
、
新

た
な
価
値
を
生
み
出
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

【
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】
シ
マ
タ
ケ

　
共
働
き
の
子
育
て
会
社
員
。
工
場

で
15
年
間
働
く
電
気
エ
ン
ジ
ニ
ア
。

現
在
は
某
製
造
メ
ー
カ
ー
の
生
産
技

術
担
当
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
士
、
第

３
種
電
気
主
任
技
術
者
、
第
２
種
電

気
工
事
士
、
機
械
保
全
技
能
士
電
機

系
２
級
、
工
事
担
任
者
（
現
Ｄ
Ｄ
第
１
種
）
、
２
級
ボ
イ
ラ
ー

技
士
、
消
防
設
備
士
（
乙
６
、
７
）
、
危
険
物
取
扱
者
（
乙

４
）
な
ど
多
数
の
国
家
資
格
を
取
得
。
心
理
学
を
勉
強
中
で
メ

ン
タ
ル
ケ
ア
心
理
士
、
行
動
心
理
士
も
取
得
。

　
「
電
気
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ツ
ボ
」
で
ブ
ロ
グ
と
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
で
情
報
を
発
信
中
。

　https://shimatake-web.com/

　https://www.youtube.com/c/Japanese
ElectricalEngineer/

「
使
う
側
」に
回
る
こ
と

AIによってなくなる仕事、電気エンジニアの未来

ら
の
デ
ー
タ
を
解
析
し
、
故
障

の
兆
候
を
予
測
す
る
予
知
保
全

技
術
が
進
化
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
行
っ
て
い

た
点
検
作
業
の
一
部
が
不
要
に

な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の

自
動
化
に
は
大
き
な
驚
き
を
感

じ
ま
し
た
。
そ
の
代
表
例
が
、

ア
メ
リ
カ
の
Ｇ
ｉ
ｔ
Ｈ
ｕ
ｂ

（
ギ
ッ
ト
ハ
ブ
）
が
提
供
す
る

「
Ｇ
ｉ
ｔ
Ｈ
ｕ
ｂ
　
Ｃ
ｏ
ｐ
ｉ

ｌ
ｏ
ｔ
」
で
す
。
Ａ
Ｉ
が
コ
ー

ド
を
自
動
生
成
し
て
く
れ
る
と

い
う
の
は
非
常
に
画
期
的
な
技

術
で
す
。
し
か
し
、
あ
る
程
度

の
経
験
が
な
い
と
危
険
だ
と
も

感
じ
て
い
ま
す
。
コ
ー
ド
の
意

味
を
理
解
し
な
い
ま
ま
開
発
を

進
め
る
と
、
後
々
の
改
修
や
ト

ラ
ブ
ル
対
応
が
自
分
の
力
で
で

き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら

で
す
。

　
こ
う
し
た
Ａ
Ｉ
に
よ
る
自
動

現役生産技
術シマタケ

の

出張版 ⑫

す
。

　
次
に
デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し

た
デ
ー
タ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
撮
っ

た
写
真
を
必
要
な
人
に
瞬
時

に
送
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
は
ス
マ
ホ
に
デ
ジ
カ

メ
の
機
能
が
入
っ
て
い
ま
す

か
ら
、
Ａ
さ
ん
も
で
す
が
多

く
の
方
が
実
行
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
の
デ
ジ
タ
ル
化

は
持
っ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
デ

ー
タ
を
ネ
ッ
ト
に
つ
な
ぐ
こ

と
で
す
。

　
こ
の
時
点
で
の
カ
メ
ラ
の

デ
ジ
タ
ル
化
は
、
機
能
は
大

幅
に
向
上
し
て
い
ま
す
が
、

写
真
の
画
質
で
は
ま
だ
フ
ィ

ル
ム
に
届
か
な
い
な
ど
一
長

一
短
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ

て
い
た
よ
う
に
私
は
感
じ
て

い
ま
し
た
。

　
し
か
し
現
在
、
オ
ン
ラ
イ

ン
を
使
っ
た
情
報
の
共
有
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
大
き

な
変
化
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
写
真
を
Ｉ
ｎ
ｓ

ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
の
よ
う
な
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
載
せ
れ
ば
、
こ
れ
ま

で
は
限
ら
れ
た
範
囲
で
し
か

で
き
な
か
っ
た
写
真
情
報
の

発
信
が
、
そ
の
情
報
を
必
要

と
す
る
世
界
中
全
て
の
不
特

定
多
数
の
人
た
ち
に
渡
せ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
情
報
を
交
換
す
る

対
象
が
圧
倒
的
に
増
加
し
ま

す
。
し
か
し
、
も
し
そ
の
写

真
が
魅
力
的
で
な
け
れ
ば
誰

に
も
見
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

「
イ
ン
ス
タ
映
え
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
イ
ン

ス
タ
に
写
真
を
投
稿
す
る
人

は
ど
う
す
れ
ば
よ
り
多
く
の

人
に
見
て
も
ら
え
る
か
を
考

え
て
構
図
を
作
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
そ
れ
を
受
け
て
よ

り
映
え
る
背
景
を
用
意
す
る

店
や
街
も
増
え
て
い
る
と
聞

き
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ

ま
で
は
変
化
す
る
デ
ジ
タ
ル

機
器
の
使
い
方
に
対
応
し
て

い
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
マ
ー
ケ
ッ

ト
と
の
関
係
に
も
目
を
向
け

る
必
要
性
が
生
ま
れ
た
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
Ａ
さ
ん
も

こ
れ
ま
で
は
新
し
い
デ
ジ
カ

技
術
評
価
結
果
の
生
デ
ー
タ
羅
列
の
提
出
は
技
術
者
の
仕
事
で
は
な
い

視覚化し結果から考察を

　
今
回
は
「
技
術
者
が
評
価
を
行

っ
た
後
、
生
デ
ー
タ
の
羅
列
を
結

果
と
し
て
持
っ
て
く
る
」
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

請
負
業
務
は
成
果
物
到
達

へ
の
時
間
が
勝
負

　
働
き
方
の
選
択
肢
が
広
が
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
ギ
グ
ワ
ー
ク
等
の

単
発
の
仕
事
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
仕
事
は
請
負
業

務
の
定
義
に
な
り
ま
す
。
限
ら
れ

た
時
間
で
ど
れ
だ
け
の
仕
事
を
し

た
の
か
、
と
い
う
成
果
物
が
明
確

で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
い
か
に
し

て
早
く
成
果
物
を
出
す
か
、
と
い

う
こ
と
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と

に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
請
負
業
務

の
全
て
に
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
単
位
時
間
当
た

り
の
成
果
物
数
が
勝
負
と
な
り
ま

す
。技

術
者
の
業
務
は

請
負
業
務
で
は
な
い

　
冒
頭
紹
介
し
た
「
技
術
者
が
評

価
を
行
っ
た
後
、
生
デ
ー
タ
の
羅

列
を
結
果
と
し
て
持
っ
て
く
る
」

と
い
う
の
は
技
術
者
が
、
技
術
的

業
務
を
請
負
業
務
と
勘
違
い
し
て

い
る
典
型
例
で
す
。
こ
の
よ
う
な

行
動
を
す
る
技
術
者
の
深
層
心
理

に
あ
る
の
は
、
「
一
刻
も
早
く
成

果
物
を
提
出
し
、
仕
事
で
成
果
を

出
し
た
と
評
価
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
い
う
考
え
で
す
。
こ
れ
は

請
負
業
務
で
は
あ
る
意
味
正
解
で

す
。

　
し
か
し
、
技
術
者
の
中
で
も
オ

ペ
レ
ー
タ
と
定
義
さ
れ
る
方
々
は

別
で
す
。
こ
の
方
々
は
長
年
蓄
積

し
た
経
験
を
フ
ル
に
活
用
し
な
が

ら
も
、
で
き
る
限
り
短
時
間
で
安

定
し
た
品
質
の
製
品
を
具
現
化
す

る
と
い
う
高
度
な
業
務
で
す
。
こ

こ
で
は
前
述
の
通
り
時
間
当
た
り

に
い
く
つ
製
品
を
具
現
化
で
き
る

か
、
が
求
め
ら
れ
る
た
め
完
全
に

請
負
業
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

業
務
効
率
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
は

不
可
避
で
す
。

　
し
か
し
、
研
究
開
発
を
行
う
よ

う
な
技
術
者
は
単
位
時
間
当
た
り

の
成
果
物
と
い
う
こ
と
に
こ
だ
わ

っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
技
術
者
に

求
め
ら
れ
る
の
は
、
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
、
「
ど
の
よ
う
な
技
術
評

価
を
す
べ
き
か
考
え
、
そ
れ
を
計

画
立
案
の
上
実
行
し
、
得
ら
れ
た

結
果
を
第
三
者
に
も
わ
か
る
よ
う

に
ま
と
め
る
」
と
い
う
、
「
企
画

↓
評
価
計
画
↓
評
価
実
行
↓
評
価

結
果
ま
と
め
」
の
一
連
の
業
務
を

完
遂
す
る
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
い

う
明
確
な
成
果
物
は
、
実
は
「
評

価
結
果
ま
と
め
」
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
技
術
報

告
書
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

す
。技

術
評
価
を
言
わ
れ
た
通

り
に
行
い
、
出
て
き
た
結

果
を
そ
の
ま
ま
出
す
の
は

技
術
者
で
は
ご
法
度

　
こ
ん
な
感
じ
で
評
価
を
し
て
み

て
は
？
　
と
い
う
定
性
的
な
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
指
示
を
そ
の
ま
ま
受

け
取
り
、
「
わ
か
り
ま
し
た
！
」

と
元
気
良
く
応
え
る
若
手
技
術

者
。
最
も
危
険
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
パ
タ
ー
ン
で
す
。

・ 

こ
ん
な
感
じ
と
は
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
手
順
な
の
で
し
ょ

う
か
？

・ 

求
め
ら
れ
て
い
る
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
は
評
価
を
す
る
事
だ
け
な
の

で
し
ょ
う
か
？

・ 

そ
の
よ
う
な
評
価
を
行
う
背
景

は
何
で
し
ょ
う
か
？

・ 
そ
も
そ
も
評
価
を
行
う
目
的
は

何
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
当
然
な
が
ら
抽
象
的
な
指
示
を

出
す
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
大
い
に
非

は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
そ
の
ま

ま
自
己
完
結
し
て
走
り
出
そ
う
と

す
る
技
術
者
側
に
も
問
題
が
あ
り

ま
す
。

　
恐
ら
く
前
述
の
よ
う
な
確
認
事

項
を
行
わ
な
い
ま
ま
評
価
が
進
む

と
、
出
て
く
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の

パ
タ
ー
ン
の
一
つ
は
単
な
る
デ
ー

タ
の
羅
列
。
「
こ
ん
な
数
字
の
羅

列
だ
け
見
せ
ら
れ
て
も
何
も
分
か

ら
な
い
じ
ゃ
な
い
か
！
」
と
い
う

の
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
予
想
さ
れ

る
発
言
で
し
ょ
う
。
や
は
り
、
話

が
か
み
合
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

評
価
方
法
、
生
デ
ー
タ
の

視
覚
化
、
結
果
を
踏
ま
え

て
技
術
者
と
し
て
何
を
考

え
る
か
が
技
術
者
は
必
須

の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
ど
の
よ
う
な

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
あ
ら
か
じ
め
要

求
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

結
論
か
ら
先
に
言
う
と
、

・�

評
価
方
法
：
具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
し
て
評
価
を
行
っ
た
の
か

の
詳
細

・ 

生
デ
ー
タ
の
視
覚
化
：
グ
ラ
フ

や
表
を
使
い
、
視
覚
的
に
と
ら

え
る
事
を
可
能
に
す
る

・ 

結
果
を
踏
ま
え
て
の
意
見
：
実

際
に
評
価
を
行
っ
た
技
術
者
が

結
果
を
見
て
何
を
考
え
た
の
か

述
べ
る

の
３
点
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
動
機
は
単
純
で
す
。

こ
の
３
要
素
が
そ
ろ
え
ば
、
「
技

術
報
告
書
の
最
低
限
の
情
報
取
得

と
、
当
事
者
意
識
醸
成
の
鍛
錬
が

可
能
と
な
る
」
か
ら
で
す
。
最
初

の
評
価
方
法
は
技
術
報
告
書
で
い

う
実
験
項
に
該
当
し
ま
す
。
二
番

目
の
生
デ
ー
タ
の
視
覚
化
は
同
報

告
書
の
結
果
の
項
で
す
。

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
当
然
な
が
ら

業
務
の
背
景
と
目
的
は
理
解
し
て

い
る
は
ず
な
の
で
、
若
手
技
術
者

が
前
述
の
情
報
を
提
供
で
き
れ

ば
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
技
術
報
告

書
を
書
く
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
も
技
術
的
業
務
の
指
示
を

し
て
終
わ
り
で
は
な
く
自
分
で
業

務
を
完
結
さ
せ
る
ス
キ
ル
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
の
で

す
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
見
本
と
な

れ
ば
、
そ
の
姿
勢
は
若
手
技
術
者

に
必
ず
伝
わ
り
ま
す
。

　
前
述
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
積

み
重
ね
が
、
チ
ー
ム
を
本
当
の
意

味
で
の
技
術
者
集
団
に
し
て
い
く

の
で
す
。
技
術
者
と
い
う
の
は
新

し
い
こ
と
に
取
り
組
む
研
究
開
発

系
の
仕
事
が
多
い
た
め
、
成
果
が

見
え
に
く
い
仕
事
で
す
。
そ
の
た

め
、
承
認
欲
求
が
満
た
さ
れ
ず
請

負
業
務
的
な
成
果
を
急
ぐ
傾
向
を

示
す
場
合
も
あ
る
の
で
す
。
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
は
そ
の
よ
う
な
若
手
技

術
者
の
深
層
心
理
を
先
回
り
し
、

「
技
術
者
の
成
果
物
は
企
画
↓
評

価
計
画
↓
評
価
実
行
↓
評
価
結
果

ま
と
め
の
完
結
に
よ
る
技
術
報
告

書
で
あ
る
」
と
明
確
に
伝
え
て
あ

げ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。

吉田　州一郎（よしだ　しゅういちろう）
　FRP�Consultant
　代表取締役社長
　福井大学非常勤講師
　FRP（繊維強化プラスチック）を用いた製
品の技術的課題解決、該関連業界への参入
を検討、ならびに該業界での事業拡大を検
討する企業をサポートする技術コンサルテ

ィング企業代表。現在も国内外の研究開発最前線で先導、指示す
るなど、評論家ではない実践力を重視。複数の海外ジャーナルに
Full�paperを掲載させた高い専門性に裏付けられた技術サポー
トには定評がある。

　
先
日
、
友
人
の
Ａ
さ
ん
と

最
近
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い

て
話
を
し
て
い
た
時
に
彼
か

ら
「
僕
は
デ
ジ
カ
メ
が
出
始

め
た
20
年
く
ら
い
前
か
ら
使

っ
て
い
て
、
自
分
は
デ
ジ
タ

ル
面
で
は
進
ん
で
い
る
方
だ

と
思
っ
て
い
た
ん
だ
。
だ
け

ど
こ
の
頃
の
若
い
人
た
ち
が

ス
マ
ホ
を
自
在
に
使
っ
て
す

ご
い
こ
と
を
し
て
い
る
の
を

見
て
い
る
と
、
急
に
置
い
て

行
か
れ
た
よ
う
に
感
じ
る
ん

だ
け
ど
ど
う
思
う
？
」
と
聞

か
れ
ま
し
た
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
と
か
Ｄ
Ｘ
と

か
、
最
近
突
然
に
言
わ
れ
始

め
た
よ
う
に
感
じ
る
の
で
す

が
、
デ
ジ
タ
ル
と
い
う
言
葉

自
体
は
か
な
り
以
前
か
ら
使

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち

は
デ
ジ
カ
メ
や
デ
ジ
タ
ル
時

計
な
ど
を
昔
か
ら
使
っ
て
お

り
、
そ
の
面
で
の
先
進
国
だ

と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
今
、
日
本
は
デ
ジ
タ
ル

化
が
遅
れ
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
一
体
、
何
が
起

き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
Ａ
さ
ん
が
急
に
置
い
て
行

【
略
歴
】
柿
内
幸
夫
　
１
９
５
１
年
東
京
生
ま
れ
。

（
株
）
柿
内
幸
夫
技
術
士
事
務
所
　
所
長
と
し
て
モ
ノ
づ

く
り
の
改
善
を
通
じ
て
、
世
界
中
で
実
践
し
て
い
る
。
日

本
経
団
連
の
研
修
講
師
も
務
め
る
。
経
済
産
業
省
先
進
技

術
マ
イ
ス
タ
ー
（
平
成
29
年
度
）
、
柿
内
幸
夫
技
術
士
事

務
所
所
長
　
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
工
学
博
士
　
技
術

士
（
経
営
工
学
）
、
多
摩
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
客
員

教
授
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
Ｋ

Ｂ
Ｓ
）
特
別
招
聘
教
授
（
２
０
１
１
〜
２
０
１
６
）
、
静

岡
大
学
客
員
教
授
。
著
書
「
カ
イ
ゼ
ン
４
・
０
―
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
発
企
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
」
、

「
儲
か
る
メ
ー
カ
ー
　
改
善
の
急
所
〈
１
０
１
項
〉
」
、

「
ち
ょ
こ
っ
と
改
善
が
企
業
を
変
え
る
：
大
き
な
変
革
を

実
現
す
る
42
の
ヒ
ン
ト
」
な
ど

こ
れ
か
ら
の
日
本
式
デ
ジ
タ
ル
化
⑯

日
本
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
会
長
　
柿
内
幸
夫 第17回

新
し
い

考
え
方

づ
く
り
の

モ
ノ

か
れ
た
よ
う
に
感
じ
る
と
い

っ
た
気
持
ち
は
よ
く
分
か
り

ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
今
の

日
本
が
置
か
れ
た
状
況
と
似

て
い
る
よ
う
に
も
思
え
ま

す
。

　
Ａ
さ
ん
が
20
年
く
ら
い
前

に
デ
ジ
カ
メ
を
使
い
始
め
た

時
点
で
、
フ
ィ
ル
ム
や
現
像

が
な
く
な
り
、
写
真
を
確
認

し
て
撮
り
直
せ
る
の
で
正
確

性
も
格
段
に
上
が
り
、
Ｑ
Ｃ

Ｄ
が
大
幅
に
カ
イ
ゼ
ン
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
時
点
で
の
デ

ジ
タ
ル
化
は
最
新
機
能
の
デ

ジ
カ
メ
を
使
い
始
め
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
た
と
思
い
ま

製造業・世界と戦う担い手づくり
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メ
を
手
に
入
れ
る
こ
と
で
何

と
か
な
る
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
そ
れ
ら

を
ど
う
使
う
か
の
知
恵
を
絞

る
こ
と
に
は
ま
だ
未
着
手
な

の
で
、
置
い
て
行
か
れ
た
気

持
ち
に
な
っ
た
の
で
し
ょ

う
。

　
カ
メ
ラ
の
デ
ジ
タ
ル
化
か

ら
始
ま
っ
た
話
が
、
い
か
に

お
客
さ
ま
を
理
解
す
る
か
が

大
切
と
い
っ
た
結
論
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
が
意
味
す
る

と
こ
ろ
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
と

い
う
の
は
経
営
に
お
い
て
は

あ
く
ま
で
手
段
で
あ
り
通
過

点
に
過
ぎ
ず
、
決
し
て
ゴ
ー

ル
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
デ
ジ

タ
ル
化
で
お
客
さ
ま
の
デ
ー

タ
を
上
手
に
取
り
、
そ
の
情

報
を
使
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
経

営
判
断
を
見
え
る
化
し
て
、

求
め
る
答
を
出
す
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
を
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
上
で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
利
益
を
出
す
の

が
Ｄ
Ｘ
の
目
的
で
す
。
そ
し

て
こ
こ
に
、
日
本
は
現
在
デ

ジ
タ
ル
化
で
遅
れ
て
い
る
と

い
う
指
摘
に
対
す
る
カ
イ
ゼ

ン
の
切
り
口
の
一
部
が
あ
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
Ａ
さ
ん
と
の
会

話
を
通
じ
て
、
こ
の
本
来
の

Ｄ
Ｘ
の
目
的
に
思
い
当
た
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
私
に
と
っ

て
は
と
て
も
重
要
な
発
見
で

あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
は
ど

う
思
わ
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う

か
？



２０２５年（令和７年）２月１９日　　　（6）

け、防音壁の設置や、運送会社ドライバー向けの休憩
施設、トラック待機場所の拡張を行い、業務効率の向
上と地域社会との調和を実現。来場者向けの見学ルー
トは安全に配慮し、上部から全体を見学可能な回廊を
設置した。
　従業員配慮についても、空調設備を更新し快適な職
場環境を整備。歩車分離を徹底し、従業員の安全を確
保している。休憩スペース、多機能トイレの充実を図
り、多様性を尊重する職場環境を実現。障がい者が働
きやすい職場環境の整備にも取り組み、バリアフリー
設計を採用した。
　2025年6月操業開始。建築面積は5207平方㍍。延床
面積は6661平方㍍。小牧製作所の総面積は約16万
2100平方㍍。投資額は約27億円。

■�旭化成、神奈川県川崎市の川崎製造所でグリ
ーン水素製造用水電解システムの供給体制拡
大

　旭化成は、神奈川県川崎市の川崎製造所でのグリー
ン水素製造用水電解システムの供給体制の拡大に向
け、電解用枠と電解用膜それぞれ2GW以上の年間生
産能力を持つ製造設備を新規構築する。グリーン水素
製造用製品とイオン交換膜法食塩電解プロセス用の電
解用枠・電解用膜も併産できる生産体制とし、2028
年度に稼働を開始する計画。既に有している食塩電解
プロセス向け設備の生産能力と合わせて、少なくとも
年間3GWに対応可能な製造能力を達成する。

■�荏原製作所、熊本県玉名郡の熊本工場に半導
体製造装置の新生産棟（K3棟）が竣工

　荏原製作所は、熊本事業所内の熊本工場で建設を進
めていた新生産棟（K3棟）が竣工した。同生産棟
は、精密・電子カンパニーの主力製品であるCMP装
置をはじめとした半導体製造装置の製造を目的とし、
今後2025年度第2四半期から稼働を開始する予定。
　同社は、自社が得意とする流体技術や回転機械技術
を応用し、1980年代より半導体関連分野に参入。熊
本事業所は、2001年に熊本工場（K1棟）の操業を開
始し、CMP装置をはじめとした同社の半導体製造装
置の量産に特化した生産拠点となっている。また、
2016年には工場の増設を行い、K2棟の稼働を開始し
ている。
　建築面積は、約7700平方㍍。延床面積は、約1万

国内

■�ホンダ、栃木県真岡市のパワートレインユニ
ット製造部跡地・建屋に燃料電池システムの
新工場

　ホンダは、2024年10月に四輪車のエンジン部品な
どの生産を終了した栃木県真岡市のパワートレインユ
ニット製造部の敷地・建屋を活用し、自社開発の次世
代燃料電池システムを生産する新工場を設立する。新
工場は2027年度の稼働開始を目指す。自社開発の燃
料電池システム専用工場の立ち上げは同社として初め
てとなる。生産能力は年間3万基で、最新鋭の生産設
備を導入し、高効率・高品質の生産を実現する。
　同社は、燃料電池システム活用のコアドメインとし
て、燃料電池車（FCEV）に加え、商用車、定置用発
電機、建設機械の4つを定め、水素事業を新たな事業
の柱として成長させるべく、事業機会のさらなる拡大
に取り組んでいる。自社開発・生産する次世代燃料電
池システムの強みを生かし、燃料電池トラック分野に
おいて2030年シェア5%、野心的な目標として2040年
頃にシェア30%を目指して取り組んでいく。
　建築面積は、2万8901平方㍍。補助金交付申請額
は、147.8億円（最大）を予定している。

■�住友理工、愛知県小牧市に化工品の新工場
　住友理工は、小牧製作所（愛知県小牧市）に、橋梁
用ゴム支承や住宅環境製品などの開発・製造を担う化

る。同社は、製造工程でのGHG排出量が少なく、ラ
イフサイクルアセスメントの観点で優位性がある天然
系黒鉛を原料とした製品に強みを持ち、独自開発の新
技術によって天然系黒鉛の課題であった電池寿命に影
響する膨張を抑制し、人造系黒鉛の性能を上回るグレ
ードを開発。サプライチェーンの強化とモビリティ向
け素材におけるカーボンニュートラルに向けた取り組
み強化を目指し、香川事業所で同グレード品の生産能
力を増強する。

■�住友金属鉱山、宮崎県日向市の日向製錬所で
ニッケル原料生産強化のために設備投資

　住友金属鉱山と子会社の日向製錬所は、宮崎県日向
市の日向製錬所でフェロニッケルなどから「ニッケル
マット」と呼ばれるニッケル原料を生産するための設
備投資を行う。2025年に着工し、2027年度中に完工
の予定。
　日向製錬所は、現在フェロニッケルを生産し、主に
ステンレス鋼メーカーに販売している。同設備投資の
完了後は、フェロニッケルの生産・販売を継続しなが
ら、同社生産のフェロニッケルを主原料とするニッケ
ルマットを新たに生産する。
　住友金属鉱山は、ニッケル地金や電池材料などの生
産に必要な原料（ニッケルマット、ニッケルコバルト
硫化混合物等）を、海外子会社などから輸入してお
り、同設備投資完了後は、新たな原料として日向製錬
所製のニッケルマットの調達も可能となる。

■�出雲村田製作所、島根県安来市に新工場
　出雲村田製作所は、島根県安来市切川地区での新工
場建設に向けて島根県と安来市と協議を開始した。

■�ライフドリンクカンパニー、静岡県御殿場市
の御殿場工場内に飲料製造ラインを増設

　ライフドリンクカンパニーは、静岡県御殿場市の御
殿場工場内に飲料製造ラインを増設する。
　同社は、「高品質・低価格・安定供給」の飲料の提
供を強みとしたドリンク・リーフ事業を主たる事業と
し、経営方針として「Max生産Max販売」の〝しん
か〟（進化/深化）を掲げ、自社飲料工場の設備更新
・改良による生産能力増強に加えて、新工場建設によ
る生産能力新設やM&Aによる生産能力獲得などに取
り組んでいる。
　 御 殿 場 工 場 は
2024年4月に生産
を開始してからフ
ル稼働を実現し、
2027年以降のさ
らなる生産数量拡
大を目的として、
同工場敷地内に飲
料製造ラインの増
設を決めた。
　 新 生 産 ラ イ ン
は、2026年度下期
に稼働を開始する
予定で、投資金額
は60億円（予定）。

工品の新工場を竣
工した。
　新工場ではソー
ラーパネルを導入
し 、 年 間 約 7 0 0 
MWhの再生可能
エネルギーの発電
が可能。エネルギ
ー需要を超えた電
力は敷地内の他工
場でも活用する。
地域社会との共生
に配慮し、近隣住
宅エリアから音・
振動・排気を遠ざ

9400平方㍍。地上4階建。2025年度第2四半期稼働開
始予定。

■�三菱ケミカル、福岡県北九州市の九州事業所
で半導体向け合成石英粉の生産能力増強

　三菱ケミカルグループは、半導体製造工程で使用さ
れる合成石英粉「三菱合成石英」について、九州事業
所・福岡地区（福岡県北九州市）の生産能力を増強す
る。2028年9月に稼働を開始し、生産能力は現状から
35%増加する見通し。
　同製品は、超高純度を特長とする合成石英粉で、半
導体用シリコンの製造に使用する「石英るつぼ」や半
導体製造装置内の高純度石英パーツの原料として使用
されている。特にインゴットの製造工程では、ウエハ
品質を大きく劣化させる不純物の混入を抑制するた
め、石英るつぼの表面は非常に高い純度が求められ
る。同製品は長年培った製造技術によって砂状シリカ
として世界最高レベルの純度を実現している。

■�ツムラ、群馬県邑楽郡明和町に漢方製剤の新
生産拠点

　ツムラは、群馬県邑楽郡明和町（明和東部工業団地
C区画）に、漢方製剤の新たな生産拠点を建設する。
　同社は現在、茨城県稲敷郡阿見町と静岡県藤枝市の
2つの生産拠点で漢方製剤を生産しており、需要拡大
に対応するため、生産能力の増強と安定供給体制の確
立を目指し、国内第3の生産拠点を構築する。
　新工場は、エキス粉末製造棟・造粒包装棟・品質管
理棟・倉庫棟・事務棟・エネルギー棟などで構成。今
回、明和東部工業団地を選定した理由として、交通利
便性の高さ、人材確保の可能性、生産インフラの充
実、既存の生産や物流拠点からのアクセスが良好、サ
プライチェーンにおけるリスクを考慮した事業継続性
などを挙げている。
　土地面積は、7万9000平方㍍。土地取得価額は、約
18億円。2029年度操業開始予定。

■�ミマキエンジニアリング、長野県東御市の加
沢工場に新社屋建設

　ミマキエンジニアリングは、東御市の加沢工場に新
棟（F棟）を建設し、2026年4月より稼働を開始す
る。開発期間の短縮を目的とし、研究開発部門におけ
る労働生産性の向上、製品開発期間の短縮による製品
競争力の向上を図る。建屋は鉄骨造2階建てで、延床
面積は約4000平方㍍。2025年2月着工予定。2026年2
月竣工予定。2026年4月稼働開始予定。

■�三菱ケミカル、香川県坂出市の香川事業所で
車載用リチウムイオン電池向け負極材の生産
能力増強

　三菱ケミカルグループは、電気自動車（EV）を中
心とした車載用途のリチウムイオン電池向け負極材に
ついて、香川事業所（香川県坂出市）で生産能力を増
強する。2026年10月の稼働を予定。
　負極材はリチウムイオン電池を構成する主な材料の
1つであり、天然系黒鉛や人造系黒鉛を原料としてい
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　三菱電機ビルソリューションズ
は、ビルシステム製品製造のマザ
ー工場である稲沢ビルシステム製
作所内に、配送業務の一元化によ
り間接作業の合理化を図る新施設
として、パーツセンターが竣工し
た。
　同社はビルシステム事業を約
100カ国に展開しており、稲沢ビ
ルシステム製作所はマザー工場と
して製品開発、年間約1万台の製

品、保守部品を生産し、国内
とグローバルに出荷してい
る。新たなパーツセンター
は、生産で必要な部品調達に
おける製作所内の物流効率化
を目的として設立。各製造ラ
インにあった配送箇所をパー
ツセンターに集約し、トラッ
ク運転者の配送作業負荷の低減を
図り、センターから各製造ライン
への物流最適化による間接作業合

理化の実証を開始し、対象部品を
拡大しながら年内の本格稼働を目
指す。

■�三菱電機ビルソリューションズ、愛知県稲沢市の
稲沢ビルシステム製作所にパーツセンターが竣工


